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はじめに

Sun Java™ Enterprise System (Java ES)ソリューションのインストールは広範なプロ
セスです。一般的なソリューションでは、ネットワークに接続された複数のコン
ピュータに Java ESコンポーネントをインストールし、コンポーネント間の相互動作
を確立するために必要な基本設定を実行します。本書『Sun Java Enterprise Systemイ
ンストール計画ガイド』では、ソリューションを分析する方法と、ソリューションを
インストールするための計画を作成する方法について説明します。

対象読者
インストール計画は、Java ESソリューションライフサイクルの 1つの段階です。
『インストール計画ガイド』では、『Sun Java Enterprise System 2005Q4配備計画ガ
イド』で説明されているライフサイクルの初期段階が完了しており、配備アーキテク
チャーとして知られる、ソリューションの上位レベルの技術的な説明書が作成済みで
あることを前提とします。

『インストール計画ガイド』は、配備アーキテクチャーを分析し、ソリューションを
どのようにインストールおよび設定するかを決定する方を対象としています。

お読みになる前に
『インストール計画ガイド』では、ソリューションライフサイクルの全段階を 1人の
人物が実行することを想定していません。インストール計画は、次の知識を持つ担当
者が作成することをお勧めします。
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� Java Enterprise Systemを構成するコンポーネントと、各コンポーネントによって
提供されるサービスについての一般的知識。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4技術の概要』の「Java Enterprise Systemコンポーネン
ト」を参照してください。

� ネットワークアドレスの設定、負荷分散用のハードウェアまたはソフトウェアの使
用方法、ファイアウォールを利用したネットワークのセキュリティー強化、DNS
サーバーの設定などについての知識を含む、IPネットワーク設定についての十分
な理解。

� これには、オペレーティングシステムのインストール、ネットワークアドレスの割
り当て、ストレージデバイスの設定などについての知識を含む、ソリューションを
インストールするオペレーティングシステムプラットフォームについての十分な知
識。

� Java ESインストーラについての一般的知識。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「Java ESインストー
ラのしくみ」を参照してください。

� LDAPディレクトリについての一般的知識。
� ソリューションに必要なディスク領域を予測するための、ハードウェアに関する十
分な知識。

インストール計画の作成は、複数の人物が分担して行わなければならない場合があり
ます。たとえば、計画の主要責任者は、ソリューションのインストールおよび設定の
ために必要な情報を作成するために、LDAPに詳しい人物に問い合わせる必要が生じ
る場合があります。

このマニュアルの構成
第 1章では、インストール計画プロセスの概要を示します。

第 2章では、配備アーキテクチャに含まれていないが、Java ESソリューションをイ
ンストールするために必要な追加の情報を作成する方法について説明します。

第 3章では、インストール計画全般について説明したあと、特定の Java ESソリュー
ション用のインストール計画を作成する方法について説明します。

Java ESマニュアルセット
Java ESマニュアルセットでは、配備計画とシステムインストールについて説明しま
す。システムマニュアルの URLは http://docs.sun.com/coll/1286.1です。
Java ESの概要については、次の表に示されている順序で各マニュアルを参照してく
ださい。
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表 P–1 Java Enterprise Systemマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 2005Q4リリー
スノート』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報
が記載されています。これ以外に、コンポー
ネントごとにリリースノートがあります。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4ド
キュメントロードマップ』

Java ESのシステムおよび各コンポーネントの
両方の関連マニュアルすべてについて説明し
ています。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4技術の
概要』

Java ESの技術基盤および概念基盤の概要を説
明しています。コンポーネント、アーキテク
チャ、プロセス、および機能について説明し
ています。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4配備計
画ガイド』

Java ESに基づく企業配備ソリューションの計
画および設計に関する情報を提供します。配
備の計画および設計に関する基本的概念と原
則を示し、ソリューションのライフサイクル
について説明し、Java ESに基づくソリュー
ションを計画する際に使用する高度な例と戦
略を提供します。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4インス
トール計画ガイド』

Java ES配備のハードウェア、オペレーティン
グシステム、およびネットワークの特徴に合
わせて実装仕様を作成するために役立ちま
す。コンポーネントの依存性など、インス
トールおよび設定の計画で対処すべき問題に
ついて説明します。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4インス
トールガイド(UNIX版)』

Solarisオペレーティングシステムまたは
Linuxオペレーティングシステム用に Java ES
をインストールする方法を説明しています。
インストール後のコンポーネントの設定、お
よび設定したコンポーネントが正しく機能す
ることを検証する方法も示しています。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4インス
トールリファレンス』

設定パラメータに関する追加情報、設定の計
画に使用するワークシート、およびデフォル
トディレクトリやポート番号などの参考資料
を記載しています。

『Sun Java Enterprise System 2005Q1
Deployment Example Series: Evaluation
Scenario』

1つのシステムに Java ESをインストールし、
中核の共有ネットワークサービスのセットを
確立し、確立したサービスにアクセスできる
ユーザーアカウントを設定する方法について
説明しています。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4
Upgrade Guide』

Solarisオペレーティングシステムまたは
Linuxオペレーティング環境で Java ESを
アップグレードする手順を示します。
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表 P–1 Java Enterprise Systemマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System用語集』 Java ESマニュアルで使用される用語を定義し
ます。

関連マニュアル
インストール計画の作成に役立つ可能性の高いマニュアルを次に示します。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4技術の概要』では、Java ESのコンポーネン
トと、それらのコンポーネントが提供するサービスについて説明します。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4配備計画ガイド』では、ビジネスのニーズを
分析して配備アーキテクチャーを作成する方法について説明します。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』では、
Java ESインストーラの操作方法について説明します。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールリファレンス』では、Java ES
インストーラの入力値の完全な一覧を示します。

� 『Sun Java System Communications Services 6 2005Q4 Deployment Planning
Guide』など、個別コンポーネントの配備計画ガイドでは、コンポーネントの設定
についての詳細な情報を示しています。

� 『Sun Java Enterprise System 2005Q4ドキュメントロードマップ』では、すべての
Java Enterprise Systemコンポーネントのマニュアルについて説明しています。

� このマニュアルセットで使用されている用語の一覧については、『Sun Java
Enterprise System用語集』を参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。
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表 P–2表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード
例を示します。

.loginファイルを編集しま
す。

ls -a を使用してすべての
ファイルを表示します。

machine_name% you have
mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコ
ンピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の
名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザー
ズガイド』を参照してくださ
い。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、
強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照
してください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示し
ます。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。
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キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表は、デフォルトのシステムプロンプトとスーパーユーザープロンプトを示して
います。

表 P–3シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIXシステムおよび Linuxシステムの Cシェル machine_name%

UNIXシステムおよび Linuxシステムの Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXシステムおよび Linuxシステムの Bourneシェルおよび Korn
シェル

$

UNIXシステムおよび Linuxシステムの Bourneシェルおよび Korn
シェルのスーパーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の表記規則
次の表は、本書で使用される各種記号について説明しています。

表 P–4記号の表記規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数およびコ
マンドオプションが含ま
れます。

ls [-l] -lオプションは省略可能です。

{ | } 必須コマンドオプション
の選択肢を含みます。

-d {y|n} -dオプションは、引数 yまたは
nのいずれかを使用する必要があ
ります。
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表 P–4記号の表記規則 (続き)
記号 説明 例 意味

${ } 変数参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot変数の値を
参照します。

- 同時に押すキーを連結し
ます。

Control-A ControlキーとAキーを同時に押
します。

+ 連続して押すキーを連結
します。

Ctrl+A+N Controlキーを押し、放してか
ら、以後のキーを続けて押しま
す。

→ グラフィカルユーザーイ
ンタフェースで選択する
メニュー項目を示しま
す。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サブ
メニューから、「テンプレート」
を選択します。

マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。
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第 1章

インストール計画の概要

この章では、このマニュアルで扱う内容の範囲を定義し、このマニュアルの内容の概
略を示します。この章で説明する内容は、次のとおりです。

� 13ページの「このリリースで使用される Java ESコンポーネント」
� 14ページの「Java ESインストールの定義」
� 14ページの「インストール計画のタスク」

このリリースで使用される Java ESコン
ポーネント
Java ES 2005Q4リリースには、次のコンポーネントが含まれています。これらのコン
ポーネントは、インストール時に個別に選択が可能です。(このガイドでは、完全な名
称とバージョン番号のあとに示している省略形の名称を使用します。)

� Communication Services Delegated Administrator 6.3 (Delegated Administrator)

� Service Registry 3.0

� Sun Cluster 3.1 8/05 (Sun Clusterソフトウェア)

� Sun Cluster Agents for Sun Java System (Sun Clusterエージェント)

� Sun Java System Access Manager 7.0 (Access Manager)

� Sun Java System Administration Server 5.2P4 (Administration Server)

� Sun Java System Application Server 8.1 Enterprise Edition +パッチ (Application
Server)

� Sun Java System Calendar Server 6.2 +パッチ (Calendar Server)

� Sun Java System Communications Express 6.2 +パッチ (Communications Express)

� Sun Java System Directory Preparation Tool 6.3P2 (Directory Preparation Tool)

� Sun Java System Directory Server 5.2P4 (Directory Server)

13



� Sun Java System Directory Proxy Server 5.2P4 (Directory Proxy Server)

� Sun Java System Instant Messaging 7.0.1 (Instant Messaging)

� Sun Java System Message Queue 3.6 Enterprise Edition SP3 (Message Queue)

� Sun Java System Messaging Server 6.2 +パッチ (Messaging Server)

� Sun Java System Portal Server 6.3.1P3 (Portal Server)

� Sun Java System Portal Server Secure Remote Access 6.3.1P3 (Portal Server Secure
Remote Access)

� Sun Java System Web Server 6.1 SP5 (Web Server)

� Sun Java System Web Proxy Server 4.0 (Web Proxy Server)

� High Availability Session Store (HADB) 4.4.2

Java ESインストールの定義
このマニュアルで説明するインストールプロセスには、Java ESソリューションのイ
ンストールと基本設定が含まれます。このマニュアルで使用する「インストール」と
いう用語は、Java ESインストーラを使用して、Java ESのコンポーネント群をコン
ピュータシステムにコピーすることを意味します。このマニュアルで使用する「設
定」という用語は、インストーラまたは設定ウィザードを使用して、Java ESコン
ポーネントのインスタンスを設定することを意味します。この基本設定を実行したあ
と、インスタンスを起動し、その基本動作を検証し、インスタンスがソリューション
内のほかのコンポーネント群と正しく相互動作するかどうかを確認することができま
す。

このマニュアルで説明する基本設定は、コンポーネントの機能の一部しか網羅してい
ません。たとえば、Messaging Serverの基本設定では、電子メールドメインを確立
し、Directory ServerやAccess Managerなどのほかのコンポーネントと相互動作する
インスタンスを作成します。基本設定では、使用する電子メールプロトコルなど、
Messaging Serverの機能のそのほかの側面については扱いません。基本設定の範囲を
超えるコンポーネントの機能を設定するには、『Sun Java System Messaging
Server 6 2005Q4 Administration Guide』などの、個別のコンポーネント製品のマ
ニュアルを参照する必要があります。

インストール計画のタスク
次の表は、インストール計画のタスクのうち、すべての Java ESソリューションに共
通するものの一覧です。左の列には、上位レベルのタスクと、各タスクのサブタスク
の一覧を示しています。右の列には各タスクを実行する手順の参照先を示していま
す。
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表 1–1インストール計画のタスク

実行するタスク 情報の参照先

1.実装の仕様を作成する 第 2章

配備アーキテクチャーを分析する 17ページの「配備アーキテクチャーの分析」

ネットワーク接続仕様を作成する 20ページの「ネットワーク接続仕様の作成」

コンピュータハードウェア仕様およびオ
ペレーティングシステム仕様を作成する

19ページの「コンピュータハードウェア仕様およ
びオペレーティングシステム仕様の作成」

ユーザー管理仕様を作成する 22ページの「ユーザー管理仕様の作成」

2.インストールと設定の問題について理
解する

27ページの「インストール計画の問題」

分散インストールがインストール計画に
及ぼす影響を理解する

28ページの「分散インストール」

コンポーネントの相互動作の設定がイン
ストール計画の中で占める役割について
理解する

28ページの「相互動作のための設定」

コンポーネントの依存性がインストール
計画に及ぼす影響を理解する

29ページの「コンポーネントの依存性」

ソリューションで使用する冗長性戦略が
インストール計画に及ぼす影響を理解す
る

36ページの「冗長性戦略」

分散サブコンポーネントがインストール
計画に及ぼす影響を理解する

37ページの「分散サブコンポーネント」

LDAPディレクトリの問題がインストー
ル計画に及ぼす影響を理解する

38ページの「LDAPスキーマと LDAPディレクト
リツリーの構造」

インストーラの動作モードがインストー
ル計画に及ぼす影響を理解する

40ページの「Java ESインストーラの動作」

3.インストール計画を作成する 44ページの「インストール計画の作成」

配備アーキテクチャーを分析し、コン
ポーネントインスタンスのインストール
と設定の適切な順序を決定する

49ページの「Directory Server」 through 95ペー
ジの「Sun Clusterソフトウェア」

各コンポーネントインスタンスに固有の
入力値を決定する

49ページの「Directory Server」 through 95ペー
ジの「Sun Clusterソフトウェア」

インストール計画のタスクは、このマニュアルで説明する方法に従って正しい順序で
実行することが重要です。
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第 2章

実装仕様

配備アーキテクチャーは、Java ESソリューションの上位レベルの技術的記述であ
り、ソリューションをインストールおよび設定するために必要なすべての情報が含ま
れているわけではありません。この章では、配備アーキテクチャーを分析し、一連の
実装仕様を作成する手順について説明します。実装仕様の目的は、ソリューションを
インストールおよび設定するために必要な補足情報の作成作業を支援することです。

どのような実装仕様であっても、1回のインストールステップで実装されるわけでは
ないことに注意してください。代わりに、ソリューションで使用されるすべてのコン
ポーネントを順番にインストールおよび設定することによって仕様を実装します。た
とえば、LDAPディレクトリの設定は、Directory Server、Access Manager、
Messaging Server、Directory Preparation Tool、および Delegated Administratorを順
番にインストールおよび設定することで完了します。

この章では、実装仕様に関する次の内容を説明します。

� 17ページの「配備アーキテクチャーの分析」
� 19ページの「コンピュータハードウェア仕様およびオペレーティングシステム仕
様の作成」

� 20ページの「ネットワーク接続仕様の作成」
� 22ページの「ユーザー管理仕様の作成」

配備アーキテクチャーの分析
図 2–1は、一般的な配備アーキテクチャーの例です。この配備アーキテクチャーは、
通信サービスを提供する Java ESソリューションを定義します。この例では、Access
Managerを使用して、通信サービスへのシングルサインオンを実現しています。ま
た、Portal Serverと Communications Expressの両方を使用して、メッセージング
サービスとカレンダーサービスをエンドユーザーに提供しています。
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図 2–1配備アーキテクチャーの例

配備アーキテクチャー例の図には、次のものを含めて、ソリューションについての多
くの情報が含まれています。

� ソリューションで使用される個々のコンピュータ

� 各コンピュータに必要な CPU数と RAM容量

� 各コンピュータにインストールされるコンポーネントインスタンス

� コンポーネントの複数のインスタンスがソリューションに含まれていること
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� サービス品質要件を満たすために、利用可能な 3つの冗長性戦略 (負荷分散、
Directory Serverマルチマスターレプリケーション、および Sun Cluster技術)のす
べてをソリューションで採用していること

� サービス品質要件を満たすために、ソリューションでMessaging Serverのサブコ
ンポーネントを分散配置していること

配備アーキテクチャー例のこれらの特性は、ソリューションがどのようにインストー
ルおよび設定されるかに影響します。インストールの計画を始めるにあたり、まず同
じようにして配備アーキテクチャーを分析し、何台のコンピュータシステムを使用す
るか、各コンピュータシステムに何個のコンポーネントインスタンスをインストール
するか、どの冗長性戦略を利用するか、などを決定します。第 3章では、配備アーキ
テクチャーのこれらの特性がインストール計画に及ぼす影響について説明していま
す。

コンピュータハードウェア仕様およびオ
ペレーティングシステム仕様の作成
配備アーキテクチャーで定義される情報に加えて、ソリューションで使用する各コン
ピュータのオペレーティングシステムを指定する必要があります。また、ハード
ウェアに関して追加の情報を作成する必要もあります。そのための決定はサービス品
質要件に基づいて行われ、サービス品質要件を満たすために必要なハードウェアおよ
びオペレーティングシステムに関する最善の推測に相当します。

図 2–1で示した配備アーキテクチャー例で、サービス品質要件は次のように記述され
ます。

これらのサービス品質要件を満たすために、表 2–1のオペレーティングシステム仕様
およびコンピュータハードウェア仕様が作成されました。

表 2–1サンプル配備アーキテクチャーのコンピュータハードウェア/OS仕様

コンピュータシ
ステム

ハードウェアモ
デル CPU数 RAM (Gバイト) ディスク数

オペレーティン
グシステム

mscs01

mscs02
Sun Fire V440
Server 4 16 4 Solaris 9

commx01

commx02

Sun Fire V240
Server

2 4 2

4

Solaris 10

ds01

ds02

Sun Fire V240
Server

2 8 4 Solaris 10
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表 2–1サンプル配備アーキテクチャーのコンピュータハードウェア/OS仕様 (続き)
コンピュータシ
ステム

ハードウェアモ
デル CPU数 RAM (Gバイト) ディスク数

オペレーティン
グシステム

am01

am02

Sun Fire V240
Server

2 8 4 Solaris 10

ms-mmp01

ms-mmp02

Sun Fire V240
Server

2 4 2 Solaris 10

ms-mtai01

ms-mtai02

Sun Fire V240
Server

2 4 2 Solaris 10

ms-mtao01

ms-mtao02

Sun Fire V240
Server

2 4 2 Solaris 10

ps01

ps02

Sun Fire V440
Server

4 16 4 Solaris 10

protect Sun Fire V240 2 4 2 Solaris 10

ソリューションで使用するコンピュータシステムについても、同様の情報を作成する
必要があります。

ヒント –コンピュータハードウェア/OS仕様は単体で完結します。仕様が完成すれ
ば、コンピュータシステムを設定できるようになります。メモリーやディスクドライ
ブをインストールし、オペレーティングシステムをインストールすることで、Java ES
コンポーネントをシステムにインストールできるようになります。

ネットワーク接続仕様の作成
配備アーキテクチャーには、ソリューションで使用するすべてのハードウェアを相互
接続するために必要な情報の多くが含まれます。ネットワークを接続するために必要
な追加情報の作成を支援するために、図 2–2の例のようなネットワーク接続仕様を準
備する必要があります。
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図 2–2ネットワーク接続仕様の例

配備アーキテクチャー例のネットワーク接続仕様では、配備アーキテクチャー図には
ない次の情報を追加しています。

� ソリューションで使用するすべてのコンピュータおよびハードウェアロードバラン
サの IPアドレス
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� コンピュータをロードバランサに接続するために使われるロードバランサのポート
番号

� ロードバランサの IPアドレスは、負荷分散対象のコンピュータによって提供され
るサービスにアクセスするために使われる論理アドレスを示す

配備するソリューションについて、同様の情報を作成する必要があります。

ヒント –ネットワーク接続仕様が完成したら、ネットワークが接続可能になり、
Java ESコンポーネントのインストールと設定の準備ができたことになります。

ユーザー管理仕様の作成
Java ESコンポーネントをインストールおよび設定すると、LDAPスキーマと LDAP
ディレクトリツリーの両方が作成されます。ここでは、ソリューションをインストー
ルおよび設定するときに入力する値によって、ディレクトリスキーマとディレクトリ
ツリー構造が確立される仕組みについて説明します。スキーマおよびディレクトリツ
リー構造の仕様は、インストールが開始する前に作成する必要があります。また、イ
ンストール計画では、指定されたスキーマおよびディレクトリツリー構造を作成する
入力値を列挙する必要があります。

ディレクトリツリー構造とスキーマは、ソリューションが提供するサービスに対応し
ている必要があります。ここでは、利用可能なオプションの基本的な説明と、各オプ
ションがサポートするサービスを示します。ただし、この節の主な目的は、指定され
たスキーマおよびディレクトリツリー構造を作成するために、インストールおよび設
定ツールのための入力値を選択する方法について説明することです。

スキーマの選択とディレクトリツリーの設計の詳細については、『Sun Java System
Directory Server 5 2005Q1 Deployment Plannning Guide』や『Sun Java System
Access Manager 7 2005Q4 Deployment Planning Guide』などのマニュアルを参照し
てください。

ソリューションの LDAPスキーマの指定
Directory Serverを使用する Java ESソリューションは、スキーマ 1およびスキーマ 2
として知られる、標準 LDAPスキーマの 2つのバージョンのどちらかを使用できま
す。ソリューションのユーザー管理仕様では、ソリューションでスキーマ 1とスキー
マ 2のどちらを使用するかを指定します。インストール計画での設定値により、イン
ストールプロセスが正しいスキーマを確実に作成するようにします。

スキーマ 2は、Access Managerの使用と、Access Managerのシングルサインオン機
能をサポートします。シングルサインオンを使用するソリューションでは、スキーマ
2を使用する必要があります。

22 Sun Java Enterprise System 2005Q4インストール計画ガイド • 2005年 10月



インストールプロセスでは、指定されたスキーマのディレクトリを次のように設定し
ます。

� スキーマ 1ディレクトリを確立するには、単に Directory Serverをインストールし
ます。スキーマ 1はデフォルトのスキーマバージョンです。

� スキーマ 2ディレクトリを確立するには、Directory ServerおよびAccess Manager
をインストールします。Access Managerをインストールすると、ディレクトリが
変更され、そのディレクトリがスキーマ 2ディレクトリに変換されます。

ヒント – 1回のインストーラセッションで Directory ServerとAccess Managerを 1
台のコンピュータにインストールすると、ディレクトリはスキーマ 2用に設定され
ます。

分散構成のソリューションでは、まず 1台のコンピュータに Directory Serverがイ
ンストールされます。次に、Access Managerが別のコンピュータにインストール
されます。インストーラの入力値では、Access Managerのインストール先として
既存のディレクトリが指定されているため、ディレクトリのスキーマが変更されま
す。

ソリューションによっては、スキーマを拡張するための次の手順が必要な場合があり
ます。

� ソリューションでMessaging Serverまたは Calendar Server、あるいはその両方を
使用する場合、インストールプロセスで Directory Preparation Toolを使用して、
いくつかの追加スキーマ拡張を適用する必要があります。これらの拡張は、
Messaging Serverまたは Calendar Serverがインストールされる前に適用されま
す。それらの拡張はスキーマ 1ディレクトリまたはスキーマ 2ディレクトリのど
ちらかに適用できます。Directory Preparation Toolを実行するための指示をイン
ストール計画に追加する方法については、62ページの「Messaging Server」を参
照してください。インストール計画には、Directory Preparation Toolを実行する
ための指示が含まれます。

� ソリューションでスキーマ 2を使用する場合、インストールプロセスでは、
メッセージングサービスおよびカレンダサービスに必要なAccess Managerによる
認証と承認をサポートするために、Delegated Administratorによるいくつかの追
加スキーマ拡張を適用する必要があります。これらのスキーマ拡張を適用するコマ
ンドの例については、『Sun Java Enterprise System 2005Q1 Deployment Example
Series: Evaluation Scenario』の第 7章「User Management for the Evaluation
Solution」を参照してください。インストール計画には、これらのスキーマ拡張の
ための指示が含まれます。これらの拡張は、Delegated Administratorがインス
トールおよび設定されたあと (ただし、Delegated Administratorがユーザーデータ
を 1つでも追加する前)に適用されます。スキーマを拡張するための指示をインス
トール計画に追加する方法については、87ページの「Delegated Administrator
用の手順をインストール計画に追加する」を参照してください。
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LDAPスキーマ仕様は、ソリューションで使用されるスキーマと、ソリューションに
よって必要とされるすべてのスキーマ拡張を識別します。インストール計画には、正
しいスキーマを確立し、指定された任意のスキーマ拡張を実行する手順が含まれま
す。

ソリューションのディレクトリツリー構造の指定
Java ESソリューションの LDAPディレクトリは、ソリューションでユーザーデータ
を組織化する必要性に応じて、簡単な場合もあれば複雑な場合もあります。LDAP
ディレクトリはその性質上、構造的には柔軟です。Java ESではディレクトリの構造
は特に定められていませんが、あらかじめ指定された構造がインストールと設定のプ
ロセスを通じて実装されます。構造はインストールと設定のプロセスの開始前に指定
する必要があり、指定されたディレクトリ構造を作成する入力値をインストール計画
でリストする必要があります。

インストールと設定のプロセスでは、次のようにしてディレクトリ構造が確立されま
す。

1. インストーラを実行して Directory Serverをインストールするためには、ディレク
トリのベースサフィックス (ルートサフィックスまたはルート DNとも呼ばれる)
の入力値が必要です。Java ESインストーラは、入力値を使用してディレクトリの
ベースサフィックスを確立します。インストール計画にはベースサフィックス名が
含まれます。

ヒント – Messaging Serverまたは Calendar Serverを使用しない、ディレクトリツ
リーが単純なソリューションでは、ユーザーおよびグループのデータをベースサ
フィックスの直下に保存できます。

2. Messaging Serverの設定ウィザードを実行してMessaging Serverインスタンスを
作成するためには、LDAP組織 DNの入力値が必要です。設定ウィザードに
よってディレクトリツリーが分岐され、ウィザードでの DN入力を使用して
LDAP組織が作成されます。この組織は、Messaging Serverインスタンスに
よって管理される電子メールドメインを表します。ウィザードでは、ユーザーおよ
びグループデータ用にMessaging Serverインスタンスが使用する電子メールドメ
イン組織も設定します。インストール計画には、電子メールドメイン組織の DN
も含まれます。このプロセスによって作成されるディレクトリツリー構造の例につ
いては、図 2–3を参照してください。この例では、インストーラによって作成され
るベースサフィックスは o=examplecorpです。Messaging Serverの設定
ウィザードによって作成される電子メールドメイン組織は、
o=examplecorp.com,o=examplecorpです。

3. Calendar Server、Communications Express、Instant Messaging、および
Delegated Administratorの設定ウィザードでは、LDAP DNの入力値が必要とな
ります (ウィザードでの表示名は異なる場合がある)。ソリューションでシングルサ
インオンを使用する場合、すべての設定ウィザードで同じ値が入力されます。入力
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値は、Messaging Serverのウィザードによって作成される電子メールドメイン組
織です。この設定では、すべてのコンポーネントがユーザーデータの保存および検
索場所として同じ LDAP組織を使用する、という結果になります。ユーザーに関
するすべての情報を単一のディレクトリエントリに保存でき、Access Managerの
シングルサインオン機能を使用できます。

図 2–3は、このプロセスによって作成されるディレクトリツリー構造の例を示したも
のです。この例では、Java ESインストーラによってベースサフィックス
o=examplecorpが確立され、Messaging Serverの設定ウィザードによって組織
o=examplecorp.com,o=examplecorpが追加されました。この組織は、
examplecorp.comという名前の電子メールドメインを表します。メールドメインの
ユーザーデータは ou=people,o=examplecorp.com,o=examplecorpに保存され
ます。ソリューション内のほかの Java ESコンポーネントも、ユーザーデータを
ou=people,o=examplecorp.com,o=examplecorpから検索するように設定されます。

o=example.com

o=examplecorp.com,o=example.com

ou=people,o=examplecorp.com,o=example.com

図 2–3 LDAPディレクトリツリーの例

図 2–3に示したディレクトリツリーを作成するために、ベースサフィックスの名前
と、電子メールドメインを表す組織が選択され、ユーザー管理仕様に追加されます。
準備された時点のインストール計画には、インストーラと設定ウィザードの所定の
フィールドに、指定された LDAP名を入力するための指示が含まれます。インストー
ル計画に LDAP名を追加する方法については、50ページの「Directory Server用の
設定値の選択」、58ページの「Access Manager用の設定値の選択」、63ページ
の「Messaging Server用の設定値の選択」、67ページの「Calendar Server用の設定
値の選択」、71ページの「Communications Express用の設定値の選択」、81ペー
ジの「Instant Messaging用の設定値の選択」、および84ページの「Delegated
Administrator用の設定値の選択」を参照してください。

ディレクトリツリーの例には 1つのメールドメインのみが含まれます。多くのソ
リューションでは、ユーザーデータを組織化するために、これよりも複雑なツリーが
必要です。同じインストールと設定のための基本手順で、より複雑なディレクトリ構
造を確立できます。たとえば、ソリューションで必要な場合には、複数の電子メール
ドメインをサポートするようにディレクトリを設定できます。

複数の電子メールドメインを確立するには、Messaging Serverの複数のインスタンス
を設定します。各インスタンスは 1つの電子メールドメインを管理します。
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ソリューションがディレクトリとの対話にAccess Managerを使用する場合、Java ES
ソリューションでほかの LDAPディレクトリを使用することが可能です。使用する
ディレクトリサーバーは、LDAPバージョン 3 (LDAP v3)準拠のディレクトリサー
バーである必要があります。そのようなソリューションに必要なディレクトリツリー
構造の詳細については、『Sun Java System Access Manager 7 2005Q4 Technical
Overview』を参照してください。
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第 3章

インストール計画

この章では、インストール計画を作成するプロセスについて説明します。最初に、配
備アーキテクチャーおよび実装仕様内の情報の定義を行います。これらのドキュメン
トには、Java ESソリューションの最終状態を記述します。配備アーキテクチャーと
実装仕様を分析し、Java ESインストーラと設定ウィザードを使用してその最終状態
に到達する方法を決定します。

この章では、インストール計画の作成方法について説明します。この章で扱う内容は
次のとおりです。

� 27ページの「インストール計画の問題」
� 44ページの「インストール計画の作成」

インストール計画の問題
インストールと設定のプロセスの目標は、配備アーキテクチャーに記述された分散シ
ステムを実現することです。分散システムは、複数のコンピュータ上で実行され、互
いに連携して動作するコンポーネントインスタンスで構成されます。正しく機能する
分散システムを構築するには、複数のコンピュータにコンポーネントインスタンスを
インストールし、コンポーネントインスタンス間の相互動作を確立する基本設定を実
行する必要があります。

インストールと設定の手順は、Java ESインストーラの動作と、個別のコンポーネン
トの要件によって決定されます。正しく機能する分散システムを確実に実現するため
には、インストーラを適切に使用する、また、ソリューションで使用されるコンポー
ネントの要件を考慮したインストール計画を作成する必要があります。計画では、コ
ンポーネントインスタンスのインストールと基本設定の実行の正しい順序を記述する
必要があります。計画ではさらに、コンポーネントインスタンスを相互動作させるた
めの設定値を指定する必要もあります。

この節では、インストール計画の作成時に考慮する必要のある主な問題について説明
します。
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分散インストール
本稼働 Java ESソリューションに求められるサービス品質要件は、結果として複数の
コンピュータにコンポーネントインスタンスを配置するアーキテクチャーになりま
す。たとえば、信頼性のあるメッセージングサービスを実現するために、2台の異な
るコンピュータにMessaging Serverの 2つのインスタンスを配置し、負荷分散を使用
して 2つのインスタンス間にフェイルオーバー関係を確立するアーキテクチャーが必
要になる場合があります。

ただし、Java ESインストーラは一度に 1台のコンピュータ上でしか動作しません。
したがって、分散ソリューションをインストールするときは、ソリューションで使用
されるすべてのコンピュータ上で個別にインストーラを実行する必要があります。

多くの場合、1台のコンピュータに 1つまたは複数のコンポーネントをインストール
したあと、設定ウィザードを実行して基本設定を実行します。通常は、1台のコン
ピュータ上でインストールと設定を完了してから、別のコンピュータにコンポーネン
トの別のセットをインストールして設定する作業に進みます。分散コンポーネントイ
ンスタンスをインストールして設定するために、図 3–1に示すような一連のタスクを
実行する場合があります。

図 3–1分散インストール手順の例

相互動作のための設定
インストールプロセスの目標は、複数のコンポーネントインスタンスが相互に連携し
て動作するシステムを実現することです。コンポーネントをインストールして基本設
定を実行するとき、コンポーネントインスタンスを相互動作させるための設定値を指
定します。

相互動作のための設定値には、あるコンポーネントインスタンスが別のコンポーネン
トインスタンスと通信するために使用する URLやポート番号などの値や、あるコン
ポーネントインスタンスが別のコンポーネントインスタンスへのアクセスを承認する
ために使用する管理者アカウント IDやパスワードなどが含まれます。たとえば、ソ
リューションでAccess Managerを使用する場合、まず Directory Serverインスタン
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スなどの LDAPリポジトリをインストールして設定する必要があります。次に、
Access Managerインスタンスをインストールして設定するとき、準備した LDAP
ディレクトリを検索する場所をインスタンスに知らせる設定値を指定する必要があり
ます。

Java ESインストーラは、ソリューションで使用されているほかのコンピュータにど
のようなコンポーネントがインストールされているかについては認識しません。たと
えば、Access Managerをインストールするとき、適切な LDAPディレクトリが位置
している場所をインストーラは認識していません。インストールと設定のプロセスを
確実に成功させるためには、それぞれのコンピュータにどのコンポーネントをインス
トールするかを事前に計画する必要があります。ソリューションにコンポーネントを
追加するたびに、ほかのコンピュータにすでにインストールされているコンポーネン
トと相互動作させるための設定を行います。

図 3–2に示すような、一連のインストールおよび設定タスクを実行する場合がありま
す。

図 3–2コンポーネントの相互動作のための設定

ソリューションのアーキテクチャーがどのようなものであれ、コンポーネントの設定
と、正しく相互動作する分散ソリューションの実現のために必要なすべての設定値を
含むインストール計画を作成する必要があります。

コンポーネントの依存性
Java ESコンポーネントの中には、ほかのコンポーネントをまずインストールして設
定してからでないと、インストールと設定ができないものがあります。依存性が発生
する理由はいくつかあります。

� 一部のコンポーネントは、ほかの特定のコンポーネントがインストールおよび設定
されていないと正しく機能しません。たとえば、Communications Expressインタ
フェースには、メッセージングサービスまたはカレンダサービス、あるいはその両
方によって提供されるデータが必要です。Communications Expressの設定手順で
は、すでに動作しているメッセージングサービスやカレンダサービスと
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Communications Expressが相互動作できるようにするために、URLの入力を要求
されます。この依存性のため、Communications Expressをインストールして設定
する前に、Messaging Serverまたは Calendar Server、あるいはその両方をインス
トールして設定する必要があります。

� 多くのコンポーネントでは、認証と承認のために LDAPディレクトリが必要で
す。これらのコンポーネントのインスタンスをインストールして設定する手順で
は、LDAPディレクトリサービスの URLの入力を要求されます。この依存性のた
め、LDAPディレクトリサービスを使用するコンポーネントよりも先に、
Directory Server (またはそれ以外のアイデンティティーリポジトリ)をインストー
ルする必要があります。

� 一部のコンポーネントは、既存のコンポーネントの設定を変更します。たとえば、
Access Managerをインストールして設定すると、LDAPディレクトリスキーマが
変更されます。ソリューションでAccess Managerを使用する場合、Access
Managerのインストールよりも先に LDAPディレクトリをインストールして設定
することを指定する必要があります。

� 多くの Java ESコンポーネントはWebアプリケーションです。これらのコンポー
ネントは、正しく機能させるためにはWebコンテナに配備する必要があります。
そのようなコンポーネントをインストールして設定する前に、Webコンテナをイ
ンストールして実行しておく必要があります。Web Server、Application Server、
または一部のサードパーティー製Webコンテナを使用できますが、Webアプリ
ケーションコンポーネントをインストールする時点でWebコンテナがそのコン
ピュータ上に存在している必要があります。

ヒント –ソリューションでWeb ServerまたはApplication Serverを使用する場
合、Java ESインストーラはWebコンテナとWebアプリケーションコンポーネン
トを同時にインストールでき、WebアプリケーションコンポーネントをWebコン
テナに自動的に配備できます。

� コンポーネントの中には、Sun Clusterソフトウェアによって提供される高可用性
クラスタにインストールされるものがあります。そのようなコンポーネントをイン
ストールして設定する前に、Sun Clusterソフトウェアをインストールして実行さ
せておく必要があります。また、該当するコンポーネント用の Sun Clusterエー
ジェントをインストールして設定しておく必要もあります。

これらの依存性には、ソリューションレベルのものとローカルのものがあることに注
意してください。インストール計画を作成するときは、システムレベルの依存性と
ローカルの依存性を分けて考えます。次の例で違いを説明します。

Directory Serverに対するAccess Managerの依存性はシステムレベルの依存性です。
Access Managerをインストールするとき、Directory Serverの 1つまたは複数のイン
スタンスによって提供されるディレクトリサービスの URLを指定します。Directory
Serverのインストールと設定が完了すると、ソリューション内のすべてのコンポーネ
ントでディレクトリサービスを利用できるようになります。このタイプの依存性は、
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コンポーネントインスタンスのインストールと設定に関するソリューションレベルの
シーケンスを決定します。Directory ServerはAccess Managerよりも先にインストー
ルおよび設定されます。インストール計画において、ソリューションレベルの依存性
は、インストールと設定のステップの全体的なシーケンスを決定します。

Webコンテナに対するAccess Managerの依存性はローカル依存性です。この依存性
を満たすには、Access Managerを実行するコンピュータにWebコンテナをインス
トールする必要があります。ただしこのWebコンテナは、ソリューション全体に対し
てサービスを提供するものではありません。分散ソリューションでは、Webコンテナ
は複数のコンピュータにインストールされるのが一般的です。各Webコンテナは、そ
れぞれ異なるコンポーネントをローカルでサポートします。したがって分散ソリュー
ションでは、Webコンテナをインストールする 1つの決まった場所は存在せず、イン
ストールシーケンスの中でWebコンテナをインストールするポイントも特に決まって
いません。

ソリューションのインストール計画を作成するために、ソリューションを記述してコ
ンポーネント間の依存性を識別する配備アーキテクチャーを分析します。計画では、
すべての依存性を満たすシーケンスでコンポーネントをインストールおよび設定する
必要があります。一般に、全体的なインストールシーケンスはソリューションレベル
の依存性を基にして作成します。その後、それぞれのコンピュータ上に存在する可能
性があるローカルの依存性を考慮します。

コンポーネントの依存性のリストを表 3–1に示します。これらの依存性への対処方法
については、44ページの「インストール計画の作成」の個別コンポーネントの説明
を参照してください。

表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

Access Manager Directory Server 設定データを格納するた
め。ユーザーデータを格
納し、検索を可能にする
ため

なし

J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server

-BEA WebLogic Server

-IBM WebSphere Application
Server

Access Managerはこれら
のWebコンテナのいずれ
かに配備される必要があ
る

あり

Access Manager SDK Access Manager Access Managerサービス
を提供するため

なし
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表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性 (続き)

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server

-BEA WebLogic Server

-IBM WebSphere Application
Server

Access Manager SDKは
これらのWebコンテナの
いずれかに配備される必
要がある

あり

Administration
Server

Directory Server 設定ディレクトリを提供
するため

なし

Application Server Message Queue 信頼性のある非同期
メッセージングを提供す
るため

あり

Web Server (オプション) Application Serverイン
スタンス間の負荷分散を
提供するため

あり

High Availability Session Store
(オプション)

Application Server間の
フェイルオーバーをサ
ポートするセッション状
態を格納するため

あり

Calendar Server Directory Server 認証と承認に使われる
ユーザーデータを格納す
るため

なし

Directory Preparation Tool Calendar Serverで使用す
るための LDAPディレク
トリを準備する

なし

Access Manager (オプション) ソリューションでシング
ルサインオンを使用する
場合に必要

なし

Messaging Server (オプション) 電子メール通知を提供す
るため

なし

Delegated Administrator (オプ
ション)

LDAPスキーマを管理す
るため。カレンダサービ
スのユーザーをプロビ
ジョニングするため

なし
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表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性 (続き)

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

Communications
Express

J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server

Communications Express
はWebコンテナに配備さ
れる必要がある

あり

Directory Server アドレス帳などのユー
ザーデータを格納するた
め

なし

Directory Preparation Tool Communications Express
用の LDAPディレクトリ
を準備するため

なし

Access ManagerまたはAccess
Manager SDKのどちらか

認証および承認サービス
とシングルサインオンを
提供するため。ローカル
のAccess Manager SDK
はリモートのAccess
Managerへのアクセスを
提供する

あり

Messaging Server 基盤のメッセージング
サービスを提供するため

なし

Calendar Server 基盤のカレンダサービス
を提供するため

なし

Delegated
Administrator

J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server

Delegated Administrator
はこれらのWebコンテナ
のいずれかに配備される
必要がある

あり

Directory Server Delegated Administrator
で扱う LDAPデータを格
納するため

なし

Directory Preparation Tool Delegated Administrator
用の LDAPディレクトリ
を準備するため

なし

Access ManagerまたはAccess
Manager SDKのどちらか

Access Managerサービス
を提供するため。ローカ
ルのAccess Manager
SDKはリモートの
Access Managerへのアク
セスを提供する

あり
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表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性 (続き)

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

Directory Preparation
Tool

Directory Server Directory Preparation
Toolは、Java ESの通信
コンポーネントで使用す
るディレクトリを準備す
る

あり

Directory Proxy
Server

Administration Server Directory Proxy Serverを
設定するため

なし

Directory Server 基盤の LDAPディレクト
リサービスを提供するた
め

なし

Directory Server Administration Server Directory Serverを設定
するため

なし

High Availability
Session Store

なし

Instant Messaging Directory Server ユーザー、会議室、およ
びニュースチャネルの
データを格納するため

なし

Access ManagerまたはAccess
Manager SDK (オプション)

Access Managerサービス
を提供するため。ローカ
ルのAccess Manager
SDKはリモートの
Access Managerへのアク
セスを提供する

あり

J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server (Instant Messenger
クライアントリソースの配信に必
要)

Instant Messengerクライ
アントリソースの配布と
ダウンロードをサポート
するため

あり

Calendar Server (オプション、カ
レンダポップアップ機能を使用す
る場合)

Calendar Serverポップ
アップをサポートするた
め

なし

Messaging Server (オプション、
インスタントメッセージのオフラ
イン配信を使用する場合)

電子メールメッセージと
してのインスタント
メッセージのオフライン
配信をサポートするため

なし

Message Queue なし
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表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性 (続き)

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

Messaging Server Directory Server 設定データを格納するた
め。認証および承認のた
めのユーザーデータを格
納および検索するため

なし

Administration Server Directory Server設定
ディレクトリに設定デー
タを格納するため

あり

Directory Preparation Tool Messaging Server用の
LDAPディレクトリを準
備するため

なし

Access Manager (ソリューション
でシングルサインオンを使用する
場合)

シングルサインオンの認
証および承認サービスを
提供するため

なし

Delegated Administrator (オプ
ション)

ユーザーおよびグループ
のデータを管理するた
め。ディレクトリスキー
マを管理するため

なし

Portal Server J2EE Webコンテナ (次のいずれ
か):

-Application Server

-Web Server

-BEA WebLogic Server

-IBM WebSphere Application
Server

Portal Serverはこれらの
Webコンテナのいずれか
に配備される必要がある

あり

Directory Server 認証と承認に使われる
ユーザーデータを格納す
るため

なし

Access ManagerまたはAccess
Manager SDK

Access Managerサービス
を提供するため。ローカ
ルのAccess Manager
SDKはリモートの
Access Managerへのアク
セスを提供する

あり

Communications Express ポータルデスクトップ用
のメッセージングおよび
カレンダチャネルを提供
するため

なし
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表 3–1 Java ESコンポーネントの依存性 (続き)

製品コンポーネント 依存性 依存性の性質

ローカル
である必
要性

Portal Server Secure
Remote Access

Portal Server 基盤のポータルサービス
を提供するため

あり

Access ManagerまたはAccess
Manager SDKのどちらか

Access Managerサービス
を提供するため。ローカ
ルのAccess Manager
SDKはリモートの
Access Managerへのアク
セスを提供する

あり

Service Registry Application Server あり

Sun Clusterソフト
ウェア

なし

Sun Cluster Agents Sun Cluster Sun Clusterノードにイン
ストールされているコン
ポーネントを認識するた
め

あり

Web Proxy Server Web Server Webアプリケーションへ
のリモートアクセスを提
供するため

あり

Web Server なし

冗長性戦略
本稼働環境での使用を想定したほとんどのソリューションでは、何らかの種類の冗長
化を利用します。冗長性戦略では、コンポーネントの複数のインスタンスを使って 1
つのサービスを提供します。冗長化はサービス品質要件を満たすために利用されま
す。たとえば、スループットを増強してパフォーマンス要件を満たす目的や、シング
ルポイント障害を回避して信頼性要件を満たす目的で冗長化を使用します。

Java ESコンポーネントのインスタンス冗長化のために利用できる戦略は 3つありま
す。負荷分散、Sun Clusterソフトウェアによるクラスタリング、および、Directory
Serverマルチマスターレプリケーションです。ここでは、これらの戦略のそれぞれに
対して推奨されるインストールおよび設定手順の概略を示します。

� 負荷分散は、ハードウェアまたはソフトウェアのどちらかで実装できます。負荷分
散をもっとも効果的にセットアップするには、負荷分散されるコンポーネントの 1
つのインスタンスをインストールおよび設定したあと、最初のインスタンスに
よって提供されるサービスがロードバランサを通じて利用可能なことをテストしま
す。サービスが利用可能なことを検証したあと、配備アーキテクチャーで必要され
ているコンポーネントの追加インスタンスをインストールし、設定します。このよ
うに段階化されたインストールと設定のアプローチにより、設定に伴う問題の診断
と解決が容易になります。
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� クラスタリングは複数の手順で実装されます。最初のステップでは、Sun Cluster
ソフトウェアをインストールし、クラスタを確立および設定します。次のステップ
では、クラスタ内で実行するコンポーネントをインストールします。たとえば、図
2–1に示されたクラスタを実装するための最初のステップでは、コンピュータ
mscs01および mscs02上に Sun Clusterソフトウェアをインストールし、クラスタ
を確立および設定します。2番目のステップでは、Messaging Serverと Calendar
Serverをインストールし、設定します。最後の 3番目のステップでは、Sun
Cluster Agents for Messaging Serverおよび Sun Cluster Agents for Calendar
Serverをインストールし、設定します。それぞれの Sun Cluster Agentsが設定さ
れると、クラスタノードはMessaging Serverと Calendar Serverのインスタンス
を認識します。

� Directory Serverマルチマスターレプリケーションも、複数のステップで実装され
ます。最初のステップでは、すべての Directory Serverインスタンスをインストー
ル、設定、および検証します。2番目のステップでは、1つを除いたすべての
Directory Serverインスタンスをシャットダウンします。3番目のステップでは、
ソリューション内のほかのコンポーネントをインストールおよび設定します。ス
キーマまたはディレクトリ構造への変更は、実行中の 1つの Directory Serverイン
スタンスに対して行われます。最終ステップでは、ソリューション内のすべてのコ
ンポーネントインスタンスがインストール、設定、および検証されたあと、
Directory Serverのほかのインスタンスを再起動し、レプリケーション機能を
使って同期とフェイルオーバーを設定します。これにより、変更および更新された
ディレクトリデータがすべての Directory Serverインスタンスにコピーされます。

配備アーキテクチャーでこれらの冗長性戦略のいずれかを使用するとき、コンポーネ
ントの複数のインスタンスをインストールし、単独のサービスとして動作するようそ
れらのインスタンスを設定するための計画を作成する必要があります。

分散サブコンポーネント
Instant Messagingコンポーネントには、独立したインストールと設定が可能なサブコ
ンポーネントを持つものもあります。たとえばMessaging Serverには、Message
Transfer Agent、Message Multiplexor (MMP)、Messenger Express Multiplexor
(MEM)、およびMessage Storeの 4つのサブコンポーネントがあります。サービス品
質要件を満たすために、配備アーキテクチャーでこれらのサブコンポーネントを
別々のコンピュータシステムに配置する場合があります。たとえば、図 2–1のサンプ
ルアーキテクチャーでは、MEMのインスタンスをコンピュータシステム CX1および
CX2上に、発信側Message Transfer AgentをコンピュータシステムMTA1および
MTA2上に、着信側Message Transfer AgentをコンピュータシステムMTA3および
MTA4上に、MMPをコンピュータシステムMMP1およびMMP2上に、メッセージ
ストアをコンピュータシステム STR1および STR2上にそれぞれ配置します。

第 3章 •インストール計画 37



表 3–2は、独立でのインストールが可能なサブコンポーネントを持つ Java ESコン
ポーネントのリストです。ソリューションの配備アーキテクチャーを分析し、ソ
リューションで分散サブコンポーネントを使用するかどうかを決定します。ソリュー
ションで分散サブコンポーネントを使用する場合、適切なコンピュータシステム上に
正しい順序でサブコンポーネントをインストールし、サブコンポーネントが相互動作
するように設定する計画を作成する必要があります。分散サブコンポーネントの設定
の詳細については、44ページの「インストール計画の作成」の個別コンポーネント
の説明を参照してください。

表 3–2サブコンポーネントを持つコンポーネント

コンポーネント サブコンポーネント

Instant Messaging Instant Messaging Multiplexor

Instant Messagingリソース

Instant Messaging Server

Messaging Server Message Transfer Agent (MTA)

Message Store

Messaging Multiplexor (MMP)

Messenger Express Multiplexor (MEM)

サブコンポーネントは個別にインストール可能です。配備アーキテクチャーで分散サ
ブコンポーネントが必要な場合、各コンピュータ上でインストーラを実行し、アーキ
テクチャーで指定されたサブコンポーネントを選択します。インストーラまたは設定
ウィザードで要求される入力値は、完全なコンポーネントに対して指定する値の一部
です。インストーラによって設定されないコンポーネントについては、設定ウィザー
ドを起動し、コンピュータ上で設定するサブコンポーネントを選択し、設定ウィザー
ドが要求する入力値を指定します。

LDAPスキーマと LDAPディレクトリツリーの構
造
ほとんどの Java ESソリューションには Directory Serverが含まれます。ソリュー
ションのインストールと設定には、ディレクトリスキーマとディレクトリツリー構造
の両方を確立する入力値が必要です。インストール計画では、正しい LDAPスキーマ
とディレクトリツリー構造を作成する入力値をリストする必要があります。

LDAPスキーマとディレクトリツリー構造は、インストール計画を開始する前に指定
します。仕様の例については、22ページの「ユーザー管理仕様の作成」を参照してく
ださい。

LDAPスキーマは、次のインストールおよび設定プロセスによって確立されます。

1. Directory Serverをインストールすると、スキーマ 1のディレクトリが自動的に確
立されます。スキーマを選択するための入力は不要です。
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2. Access Managerをインストールすると、ディレクトリが自動的に変更され、その
ディレクトリがスキーマ 2に変換されます。スキーマを選択するための入力は不要
です。

3. Directory Preparation Toolを実行すると、Messaging Server、Calendar Server、
および Communications Expressで使用するためのスキーマが拡張されます。
Directory Preparation Toolは、スキーマ 1ディレクトリとスキーマ 2ディレクト
リの両方を拡張します。Directory Preparation Toolに対する入力値はインストー
ル計画にリストされます。

4. Delegated Administratorを実行すると、スキーマが拡張され、特定のサービスに
対してユーザーを承認および認証するために使われるオブジェクトクラスと属性が
追加されます。入力値は、ソリューションが提供するサービスの内容によって異な
ります。入力値はインストール計画にリストされます。入力値の詳細については、
87ページの「Delegated Administrator用の手順をインストール計画に追加す
る」を参照してください。

インストールと設定のプロセスでは、基本ディレクトリツリー構造も確立されます。

1. Directory Serverをインストールすると、ベースサフィックス (ディレクトリツ
リーのルート)が作成されます。ベースサフィックスは、Java ESインストーラが
Directory Serverをインストールするときに必要な入力値です。インストール計画
では、インストールプロセスのための入力値の 1つとしてベースサフィックスを指
定します。

2. Messaging Serverをインストールして設定すると、ディレクトリツリーが分岐し
て LDAP組織が作成されます。この組織は、Messaging Serverインスタンスに
よって管理される電子メールドメインを表します。組織の名前は、Messaging
Serverの設定ウィザードで必須の入力です。インストール計画では、Messaging
Serverの設定プロセス用の入力値の 1つとして組織 DNを指定します。

3. Calendar Server、Communications Express、Delegated Administrator、および
Instant Messagingのインストールと設定では、これらのコンポーネントがユー
ザーデータを検索するディレクトリ構造内の場所を指定します。LDAP DNは各コ
ンポーネントの設定ウィザードの必須入力であり、インストール計画では各設定
ウィザード用の入力値として DNを指定します。ソリューションでAccess
Managerシングルサインオンを使用する場合、これらのコンポーネントがすべて
同じ場所 (Messaging Serverの設定ウィザードで作成された組織)にユーザーデー
タを保存するように設定する必要があります。これら全コンポーネントの設定
ウィザードで、同じ LDAP DNが入力されます。インストール計画では、すべて
の設定ウィザードに対する入力値の 1つとして組織 DNを指定します。

LDAPベースサフィックスおよび電子メール組織の名前は、ユーザー管理仕様をもと
に決定され、インストール計画に追加されます。ユーザー管理仕様の詳細について
は、22ページの「ユーザー管理仕様の作成」を参照してください。インストール計画
への LDAPベースサフィックスの追加については、表 3–5を参照してください。イン
ストール計画への電子メールドメインの追加については、表 3–9、表 3–10、表 3–11、
表 3–13、および表 3–14を参照してください。
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Java ESインストーラの動作
ここでは、インストール計画に影響する Java ESインストーラの一部の動作について
説明します。

インストーラはローカルである
Java ESインストーラは、コンポーネントソフトウェアを一度に 1台のコンピュータ
にインストールします。つまり、ほとんどのソリューションにおいて、インストーラ
が複数回実行されることになります。インストール計画では、インストーラを実行す
る回数を指示する必要があります。ここでは、ソリューションをインストールおよび
設定するためにインストーラを実行する回数を、配備アーキテクチャーの分析に基づ
いて決定する方法について説明します。

ソリューションの中には 1台のコンピュータにのみインストールされるものがあり、
そのようなソリューションのインストール計画は、インストーラを 1回だけ実行する
ための手順を定義します。インストーラの実行が 1回で済むのは次のようなソリュー
ションです。

� Java ESの機能を評価する目的で、多数のコンポーネントを 1台のコンピュータに
インストールする。

� 確立済みのソリューションに 1つのコンポーネントインスタンスを追加する。これ
には、既存のコンポーネントに対する依存性を持つコンポーネントインスタンスの
追加が含まれます。

ほとんどのソリューションは、複数のコンピュータに分散されます。そのようなソ
リューションのインストール計画では、ソリューション全体をインストールおよび設
定するために、複数回のインストーラ実行を記述する必要があります。そのようなソ
リューションを分析するには、次のガイドラインを使用します。

� 1台のコンピュータ上のコンポーネントの組み合わせの大半は、1回のインストー
ラ実行でインストールできます。これは特に、インストーラが「今すぐ設定」モー
ドで動作する場合に当てはまります。「今すぐ設定」モードでは、インストーラは
Webコンテナと、そのコンテナ内で実行されるコンポーネントの両方をインス
トールできるからです。これらの場合、インストール計画では、そのコンピュータ
上での 1回のインストーラ実行と、そのコンピュータに対して指定されたすべての
コンポーネントの選択を記述します。
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ヒント –一部のコンポーネントは、「今すぐ設定」モードでもインストーラによる
設定はできません。そのようなコンポーネントをコンピュータにインストールする
とき、設定プロセスはそれぞれのコンポーネントに対して設定ウィザードを実行す
ることによって完了します。それらのコンポーネントを、インストーラによって設
定されるコンポーネントと組み合わせてインストールする場合には、まずインス
トーラが実行されます。インストーラの実行後、インストーラによって設定されな
いコンポーネントに対して設定ウィザードを実行することによってプロセスを完了
します。これらの場合、インストール計画では、インストーラの実行と、複数の設
定ウィザード実行の正しいシーケンスを記述する必要があります。

� コンポーネントの組み合わせによっては、1台のコンピュータ上でインストーラを
複数回実行しないとインストールできない場合があります。そのような組み合わせ
には、次のものがあります。

� Webコンテナを含む一部のコンポーネントの組み合わせ。Web Serverまたは
Application Serverを「あとで設定」モードでインストールする場合、Web
サーバー内で実行されるコンポーネントは、先にWeb Serverまたは
Application Serverのインスタンスを設定および検証してからでないとインス
トールできません。ソリューションでサードパーティー製のWebコンテナを使
用する場合、Java ESコンポーネントをインストールする前に、当該製品のイン
ストーラを使用してWebコンテナをインストールし、起動し、検証する必要が
あります。インストール計画では、各コンピュータ上での複数回のインストー
ラ実行を記述する必要があります。

� Sun Clusterソフトウェアを使用するコンポーネントの組み合わせ。クラスタに
インストールされるコンポーネントがクラスタファイルシステム上にインス
トールされる場合、先に Sun Clusterソフトウェアをインストールし、クラス
タファイルシステムを作成してからでないと、クラスタノードにほかのコン
ポーネントをインストールできません。インストール計画では、各コンピュー
タ上での複数回のインストーラ実行を記述する必要があります。

この節の目的は、インストール計画では時として、1台のコンピュータ上でのインス
トーラと設定ウィザードの実行、または、1台のコンピュータ上での複数回のインス
トーラ実行を記述しなければならないという概念を紹介することです。さまざまなコ
ンポーネントの組み合わせに対する実際のインストール手順の詳細については、44
ページの「インストール計画の作成」を参照してください。

インストーラの動作モード
インストーラは、「今すぐ設定」と「あとで設定」の 2つの異なるモードで動作しま
す。2つのモードの違いは次の点です。

� 「今すぐ設定」モードでは、インストーラは全部ではなく一部のコンポーネントの
実行可能インスタンスを設定します。「今すぐ設定」モードで設定されるコンポー
ネントは、インストーラが完了した時点で起動と検証が可能になります。インス
トーラの実行後、残りのコンポーネントの実行可能インスタンスが、コンポーネン
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ト製品の設定ウィザードを実行することによって作成されます。インストーラに
よって設定されるコンポーネントについては、インストーラで設定値を入力する必
要があります。必要な設定値は、インストーラを実行するための指示の一部として
インストール計画にリストします。インストーラの実行後に設定されるコンポーネ
ントについては、設定値は設定ウィザードの必須入力です。必要な設定値は、設定
ウィザードを実行するための指示の一部としてリストされます。

ヒント –「今すぐ設定」モードの重要な特長の 1つは、Webコンテナと、その
Webコンテナ内で動作するコンポーネントを同時にインストールできることで
す。コンポーネントはインストーラによって自動的にWebコンテナに配備されま
す。

� 「あとで設定」モードでは、インストーラはコンポーネントソフトウェアのファイ
ルをコンピュータにコピーしますが、実行可能なインスタンスは作成しません。イ
ンスタンスはインストーラの実行後に、コンポーネント製品の設定ウィザードを実
行することによって作成されます。設定値は設定ウィザードの必須入力であり、設
定ウィザードを実行するための指示の一部としてリストされます。

選択した設定オプションは、インストールセッション全体に適用されます。一部のコ
ンポーネントに対して別の設定オプションを選択する必要がある場合、追加のインス
トールセッションを実行しなければならない場合があります。

インストーラの互換性チェック
インストーラでは、依存性と互換性に関するいくつかのチェックが実行されます。
ローカルにインストールされる項目のチェックだけが可能です。たとえば、ソリュー
ションでリモートの Directory Serverインスタンスを使用している場合、インストー
ラでは、リモートの Directory Serverがインストール中のAccess Managerと互換性
があるかどうかのチェックを行うことはできません。完全に新規のソリューションを
インストールおよび設定している場合。確立済みのソリューションに新しいコンポー
ネントを追加している場合や、既存のコンポーネントの周囲に Sun Java Systemを構
築している場合、そのことが問題となる可能性があります。たとえば、すでに
Directory Serverを使用しており、Access Manager、Messaging Server、Calendar
Server、および Communications Expressを使用するソリューションを既存の
Directory Serverの周囲に構築している場合、コンポーネント間の互換性が問題とな
ります。

� コンポーネントの依存性チェック。Java ESインストーラは、ローカルホスト上で
のみ、インストールするように選択したほかのコンポーネントに必要なコンポーネ
ントを除外しないようにします。分散ソリューションでは、インストーラは、リ
モートコンポーネントの存在を検証するためのリモートホストのチェックは行いま
せん。リモートコンポーネントに互換性があり、適切な稼働状態にあることを確認
する必要があります。

� アップグレード。Application ServerおよびMessage Queueが Solaris OSととも
にすでにインストールされているときを除いて、Java ESインストーラはコンポー
ネントのアップグレードを行いません。この場合、インストーラは、インストール
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の間にApplication ServerおよびMessage Queueをアップグレードするかどうか
をユーザーに問い合わせます。

Java ESインストーラは、共有コンポーネントのアップグレードを行います。この
トピックの詳細については、『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガ
イド(UNIX版)』の「既存ホストの調査」を参照してください。

インストールに関するその他の問題
この節では、一部のソリューションで発生するいくつかの固有の問題を、詳細な情報
の参照先とともに示します。

表 3–3考慮する必要のあるインストールの問題

ソリューションに必要なもの ガイドラインまたは指示

Solaris 10ゾーンの使用 Solaris 10ゾーンへのインストールを予定している場合、
『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』の「Solaris 10ゾーン」を参照してください。

Directory Server暗号化の使用 Directory Serverインスタンス上での LDAPS (SSL over
LDAP)の設定

注意: Directory Server暗号化が必要な場合、Directory
Serverのインストール時にAdministration Serverをインス
トールする必要があります。

Access Managerでのサード
パーティー製Webコンテナの
使用

サードパーティー製Webコンテナ (BEA WebLogic Serverま
たは IBM WebSphere Application Server)を Portal Serverお
よびAccess Managerと組み合わせて使用できます。これら
のコンテナは、コンテナに依存する Java ESコンポーネント
をインストールする前にインストールして実行する必要があ
ります。

Access Manager SDKに対してサードパーティー製Webコン
テナを使用するには、インストール後にAccess Manager
SDKを手動で設定する必要があります。『Sun Java
Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX
版)』の「コンテナの設定を使用するAccess Manager SDKの
例」を参照してください。

注意: Portal Serverは、Solaris OS上ではサードパーティー
製Webコンテナのみを使用できます。

注意: Access Managerと Portal Serverでは同じ種類のWeb
コンテナを使用することが推奨されます。
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表 3–3考慮する必要のあるインストールの問題 (続き)
ソリューションに必要なもの ガイドラインまたは指示

負荷分散プラグインに対する
Apache Web Serverの使用

Apache Web Serverは、Application Serverの負荷分散プラ
グインで使用することができます。この場合、Apache Web
Serverは、このサーバーに依存する Java ESコンポーネント
をインストールする前にインストールし、実行する必要があ
ります。詳細については、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「インス
トール前提条件」を参照してください。

スキーマ 1 LDAPの使用 LDAPスキーマ 1に基づくインストール例については、
『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』の「Calendar-Messaging Schema 1の例」で
説明しています。スキーマ 1配備については、Access
Managerを使用できません。

シングルユーザーエントリとシ
ングルサインオンの設定

シングルサインオンをセットアップする手順は、『Sun Java
Enterprise System 2005Q1 Deployment Example Series:
Evaluation Scenario』の第 8章「Configuring and Using
Single Sign-On」に記載されています。シングルサインオン
を行うにはAccess Managerが必要です。

HADBを使用した高可用性の設
定

高可用性のための HADBの設定例は、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「Webと
アプリケーションサービスの例」に記載されています。

Application Server負荷分散 Application Serverの負荷分散プラグインの使用方法を含む
例は、『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガ
イド(UNIX版)』の「Webとアプリケーションサービスの
例」に掲載されています。

非ルート所有権 Application ServerまたはWeb Serverに対して非ルート所有
権が必要な場合、次のいずれかの例を参照してください。

『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』の「非ルートユーザーとして実行するように
設定されたAccess Managerの例」または

『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』の「非ルート所有のWeb Serverまたは
Application Serverインスタンスでの Portal Serverの例」

インストール計画の作成
配備アーキテクチャーと実装仕様では、ソリューションの最終状態を記述します。配
備アーキテクチャーでは、何個のコンポーネントインスタンスがインストールされる
か、コンポーネントインスタンスがどのコンピュータシステムにインストールされる
か、および、コンポーネントがどのように相互動作するかを示します。配備アーキテ
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クチャーで記述された状態に到達するために、ソリューション全体のインストールと
設定が完了するまで、ソリューション内のコンピュータシステムの 1台ずつにコン
ポーネントインスタンスをインストールして設定する必要があります。インストール
計画では、ソリューション内のすべてのコンポーネントインスタンスを正しい順序で
インストールして設定するための手順を定義します。

インストールおよび設定計画を作成するには、コンポーネントの依存性やそのほかの
インストールの問題に関する知識を、Java ESの配備アーキテクチャーおよび実装仕
様に応用する必要があります。ソリューション内のコンポーネントインスタンスをイ
ンストールして設定する正しいシーケンスと、コンポーネントインスタンスの相互動
作を実現する設定入力値を決定する必要があります。

この節では、配備アーキテクチャーと一連の仕様を分析して、インストール計画を作
成する方法について説明します。通常は、次のような手順で作業を開始します。

1. 計画を記録するためのテキストファイル、空白の紙、またはそのほかのメディアを
開きます。

2. 配備アーキテクチャーで、各コンピュータシステム上のコンポーネントを検証し、
どのようなコンポーネント依存性が存在するかを判断します。

3. ほかのコンポーネントへの依存性を持たないコンポーネントインスタンスを識別し
ます。そのようなインスタンスは通常、Directory Serverのインスタンスです。イ
ンストール計画の作成は、指定されたコンピュータシステムにそのようなコンポー
ネントインスタンスをインストールするための手順の定義から始めます。そのよう
なコンピュータシステムと、それらのシステムにインストールされるコンポーネン
トインスタンスを記録して、インストール計画を開始します。

4. それらのコンピュータシステム上のコンポーネントインスタンスについて、対象の
ソリューションにおける正しいインストール/設定値を決定します。これらの設定
値をインストール計画に追加します。

5. 残りのコンポーネントの中で、Directory Serverにのみ依存性を持つコンポーネン
トを特定します。それらは通常、Access Managerが動作するコンピュータシステ
ムです。次に、それらのコンピュータシステムをインストール計画にリストしま
す。

6. コンポーネントの依存性の順序で仕様の分析を続けます。必要な設定値を決定し、
それらのコンポーネントインスタンスを計画に記録します。

たとえば、このプロセスを使用して、図 2–1に示した配備アーキテクチャーを分析す
る場合、表 3–4のようなインストール計画を作成します。

表 3–4は、インストール計画の最初の 8つのステップを示したものです。計画の概略
を明確にするために、個別の設定値についてはリストしていません。この計画では、
次のことに注意します。

� 計画では、ソリューション内のコンピュータを、コンポーネントインスタンスがイ
ンストールおよび設定される順序に従ってリストします。

� インストールのシーケンスは、ソリューションレベルの依存性とローカル依存性の
両方を適用することによって決定されます。ソリューションレベルの依存性の適用
により、Directory Server、Access Manager、Messaging Server、そして Calendar
Serverという基本シーケンスが決定されます。このシーケンスにローカル依存性
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を適用することにより、コンピュータ am01および am02上にWeb Serverのイン
スタンスが、コンピュータ mscs01および mscs02上に Sun Clusterソフトウェア
および Sun Clusterエージェントが追加されます。

� 計画には、Java ESソリューションで採用されるすべての冗長性戦略に対応する、
概略のインストール手順と設定手順が含まれます。ds01および ds02に対するタス
クのリストは、Directory Serverマルチマスターレプリケーションに対する計画の
例です。am01および am02に対するタスクのリストは、負荷分散されるコンポー
ネントに対する計画の例です。mscs01および mscs02に対するタスクのリスト
は、Sun Cluster設定で動作するコンポーネントに対する計画の例です。

� mscs01に対するタスクは、1台のコンピュータに複数のコンポーネントをインス
トールして設定する例を提供します。最初のインストーラ実行で、Sun Clusterコ
アコンポーネントがインストールされます。Sun Clusterコアコンポーネントが設
定されたあと、インストーラが再度実行されます。2回目のインストーラ実行で
は、Messaging Serverおよび Calendar Serverがインストールされます。これらの
コンポーネントは、それぞれの依存性に従って順番に設定されます。コンピュータ
上での 3回目のインストーラ実行では、Messaging Serverと Calendar Serverの存
在に応じて、Sun Cluster Agents for Messaging Serverおよび Sun Cluster Agents
for Calendar Serverがインストールされます。

表 3–4サンプル配備アーキテクチャーのインストール計画要約

コンピュータ インストールと設定のタスク

ds01 1. このコンピュータ上で Java ESインストーラを実行します。ユーザー管理
仕様で指定された設定値を使用して、Directory Serverインスタンスをイン
ストールおよび設定します。

2. Directory Serverインスタンスを起動し、検証します。

ds02 1. このコンピュータ上で Java ESインストーラを実行します。ユーザー管理
仕様で指定された設定値を使用して、Directory Serverインスタンスをイン
ストールおよび設定します。

2. Directory Serverインスタンスを起動し、検証します。
3. 両方の Directory Serverインスタンスに対してロードバランサが正しく機
能していることを検証します。

4. DS02で Directory Serverインスタンスをシャットダウンします。DS01上
の Directory Serverインスタンスは実行されたままにします。

am01 1. このコンピュータ上で Java ESインストーラを実行します。Access
Managerインスタンスをインストールおよび設定します。Access Manager
インスタンスは、負荷分散される Directory Serverインスタンスによって
作成される論理ディレクトリサービスと相互動作するように設定します。

2. Access Managerインスタンスを起動し、検証します。
3. 負荷分散のためにAccess Managerインスタンスを設定します。
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表 3–4サンプル配備アーキテクチャーのインストール計画要約 (続き)
コンピュータ インストールと設定のタスク

am02 1. このコンピュータ上で Java ESインストーラを実行します。Access
Managerインスタンスをインストールおよび設定します。Access Manager
インスタンスは、負荷分散される Directory Serverインスタンスによって
作成される論理ディレクトリサービスと相互動作するように設定します。

2. Access Managerインスタンスを起動し、検証します。
3. 負荷分散のためにAccess Managerインスタンスを設定します。
4. Access Managerコンソールを使用して、Access Managerに対するディレ
クトリエントリを変更します。

5. 2つのAccess Managerインスタンスが、処理が負荷分散されて正しく機能
していることを検証します。

mscs01 1. Java ESインストーラを実行します。Sun Clusterコアコンポーネントをイ
ンストールします。

2. Sun Cluster設定用にコンピュータを準備します。このステップには、Sun
Clusterによって使用されるファイルシステムの作成とマウントが含まれま
す。

3. Sun Clusterの設定ウィザードを実行します。クラスタを確立および設定し
ます。

mscs02 1. Java ESインストーラを実行します。Sun Clusterコアコンポーネントをイ
ンストールします。

2. Sun Cluster設定用にコンピュータを準備します。このステップには、Sun
Clusterによって使用されるファイルシステムの作成とマウントが含まれま
す。

3. Sun Clusterの設定ウィザードを実行します。クラスタを確立および設定し
ます。

4. ms01および ms02上で NTP (Network Timing Protocol)の設定を完了しま
す。

5. quoromデバイスを (両方のコンピュータに接続された)クラスタに追加し
ます。

6. クラスタファイルシステムとリソースグループを作成し、仮想ホスト名と
IPアドレスを設定します。

7. クラスタのフェイルオーバー機能を検証します。
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表 3–4サンプル配備アーキテクチャーのインストール計画要約 (続き)
コンピュータ インストールと設定のタスク

mscs01 1. Java ESインストーラを実行します。Messaging Serverおよび Calendar
Serverをインストールします。

2. コンピュータ ds01上で Directory Server Preparation Toolを実行します。
3. Messaging Serverの設定ウィザードを実行して、Messaging Serverのイン
スタンスを作成します。ユーザー管理仕様に従って LDAPディレクトリツ
リー内にブランチを作成する設定値を指定します。負荷分散されたAccess
Managerインスタンスおよび負荷分散された Directory Serverインスタン
スと相互動作するようにMessaging Serverインスタンスを設定する設定値
を指定します。

4. シングルサインオン用にMessaging Serverを設定します。
5. Messaging Serverインスタンスを起動し、検証します。
6. Calendar Serverの設定ウィザードを実行して、Calendar Serverのインス
タンスを作成します。Messaging Serverの設定によってユーザーおよびグ
ループデータ用に作成された LDAPブランチを使用するようにインスタン
スを設定する設定値を指定します。負荷分散されたAccess Managerイン
スタンスおよび負荷分散された Directory Serverインスタンスと相互動作
するように Calendar Serverインスタンスを設定する設定値を指定しま
す。

7. コンピュータ mscs02上で、Calendar Serverのユーザー、ユーザーグルー
プ、およびディレクトリを作成します。

8. Calendar Serverの設定ファイルを編集します。コンピュータの IPアドレ
スの代わりに仮想 IPアドレスを使用するように設定パラメータを設定しま
す。

9. シングルサインオン用に Calendar Serverを設定します。
10. Calendar Serverインスタンスを起動し、検証します。

mscs01 1. Java ESインストーラを実行します。Sun Cluster Agent for Messaging
Serverおよび Sun Cluster Agent for Calendar Serverをインストールしま
す。

2. Messaging Serverエージェントを使用して、Messaging Serverリソースを
作成および有効化します。

3. Messaging Serverリソースの、mscs01から mscs02へのフェイルオーバー
を検証します。

4. Calendar Serverエージェントを使用して、Calendar Serverリソースを作
成および有効化します。

5. Calendar Serverリソースの、mscs01から mscs02へのフェイルオーバーを
検証します。

mscs02 mscs01上で設定したインスタンスは、共有インスタンスとして自動的に認識
されます。
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この節の残りの部分では、配備アーキテクチャーおよび実装仕様を分析する方法につ
いて詳細に説明します。また、もっとも依存性の低いものからもっとも高いものの順
に、個別のコンポーネントについての情報を示します。探すべき対象と、ソリュー
ションに適した設定値を作成する方法について説明します。Sun Cluster、Application
Server、Web Serverなど、ローカル依存性を満たすコンポーネントはリストの最後に
示しています。これらのコンポーネントに対するニーズは、インストール計画の中の
どこでも発生する可能性があり、計画ではこれらのコンポーネントを複数回インス
トールする場合があります。

Directory Server
Directory Serverは、ほかのコンポーネントに対して LDAPディレクトリサービスを
提供します。ディレクトリは、ほかのコンポーネントの設定に関するデータや、ユー
ザーおよびユーザーグループに関するデータに対して使用できます。

配備アーキテクチャーを検証します。任意の Directory Serverのインスタンスを検出
します。Directory Serverにはほかのコンポーネントへの依存性はなく、指定された
コンピュータシステム上に Directory Serverを最初にインストールできます。

ヒント – Directory Serverレプリケーションのセットアップについて、詳しくは『Sun
Java System Directory Server 5 2005Q1 Administration Guide』を参照してください。

ヒント –ソリューションにおいて、64ビット Solaris SPARCプラットフォーム上で 32
ビット Directory Serverを実行する場合、いくつかの特殊な考慮事項が適用されま
す。詳細については、『Sun Java Enterprise System 2005Q4インストールガイ
ド(UNIX版)』の「Directory Serverのインストール後の設定」を参照してください。

Directory Serverの基本インストール手順
Directory Serverをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりです。

A

1. 配備アーキテクチャーで指定されたコンピュータシステムに Directory Serverをイ
ンストールし、設定します。Directory Serverをインストールするとき、ディレク
トリツリーのベース DNまたはルート DNと管理者アカウントを指定します。

2. すべての Directory Serverインスタンスを起動し、検証します。

3. ソリューションで負荷分散を使用する場合、負荷分散によって Directory Serverイ
ンスタンス間で要求が正しくルーティングされていることを検証します。

4. ソリューションで Directory Serverマルチマスターレプリケーションを使用する場
合、1つを除いて Directory Serverインスタンスをすべてシャットダウンします。

第 3章 •インストール計画 49



5. ソリューション内のほかの Java Enterprise Systemコンポーネントをインストール
し、設定します。ソリューションで使用されるほかのコンポーネントの種類に
よっては、ほかのコンポーネントインスタンスのインストールと設定によって、設
定データがディレクトリに追加される、LDAPスキーマが更新される、または
LDAPディレクトリツリーが変更されるなどの処理が行われる可能性があります。
ほかのコンポーネントのインストールと設定の影響については、以降の節でコン
ポーネント別に説明します。

B

ソリューションでマルチマスターレプリケーションを使用する場合、ほかのすべての
コンポーネントがインストールおよび設定されたあとで、Directory Serverの設定を
完了します。そのための基本手順は次のとおりです。

1. ほかのすべてのコンポーネントをインストールおよび設定したあとで、Aで
シャットダウンした Directory Serverインスタンスを再起動します。

2. マルチマスターレプリケーションを設定します。これにより、ディレクトリの内容
が同期されます (インストールと設定のプロセス全体を通じて動作する 1つのイン
スタンスから、新しく起動されるインスタンスのすべてにデータがコピーされ
る)。

Directory Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Directory Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。たとえば、ソリューションが複数の Directory Serverイン
スタンスを持つ場合、設定値は、互いに連携して動作するように Directory Serverイ
ンスタンスを設定する必要があります。表 3–5参考にして設定値を選択します。

表 3–5 Directory Serverインスタンスの主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「管理者ユーザー ID」および「パスワード」 Directory Serverインスタンスの管理者アカウ
ントの IDとパスワードを割り当てます。
22ページの「ユーザー管理仕様の作成」を参
照してください。

「ディレクトリマネージャ DN」および「パ
スワード」

Directory Managerアカウントのパスワードを
割り当てます。22ページの「ユーザー管理仕
様の作成」を参照してください。

「サーバー識別子」 Administration Serverコンソールで Directory
Serverインスタンスを識別するラベルを割り
当てます。デフォルトはコンピュータのホス
ト名です。通常は、デフォルト値を使用する
のが最適です。
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表 3–5 Directory Serverインスタンスの主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「サーバーポート」 Directory Serverインスタンスがほかのコン
ポーネントからの接続を受け付けるポート。
ネットワーク接続図で指定します。詳細につ
いては、20ページの「ネットワーク接続仕様
の作成」を参照してください。

「サフィックス」 このフィールドに指定する値

により、LDAPディレクトリツリーのベース
サフィックスまたはルート DNが確立されま
す。この値はディレクトリツリー仕様で指定
されます。24ページの「ソリューションの
ディレクトリツリー構造の指定」を参照して
ください。

「管理ドメイン」 ここで指定する値は、Administration Server
コンソールで、コンピュータにインストール
されているコンポーネントをグループ化する
ために使用されます。デフォルト値は、イン
ストールを実行しているコンピュータの DNS
ドメインです。

「システムユーザー」および「システムグ
ループ」

Directory Serverインスタンスはこのユーザー
IDとグループのもとで動作します。デフォル
ト値は rootおよび otherです。
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表 3–5 Directory Serverインスタンスの主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「このサーバーにユーザー /グループデータ
を保存します。」など

これらのフィールドを使用して、Directory
Serverインスタンスの機能を定義します。デ
フォルトは Directory Serverインスタンスに対
する値で、ユーザーおよびグループデータと
設定データの両方に対するディレクトリとし
て機能し、クライアント接続用の URLは同じ
です。

ソリューションがユーザーおよびグループ
データと設定データに対して別々のディレク
トリを必要とする場合、これらのフィールド
を使ってインスタンスの機能を指示できま
す。
� 設定データのみに対するインスタンスをイ
ンストールするには、「Directory Server
の次のインスタンスにユーザ/グループ
データを保存します。」を選択し、別の
Directory Serverインスタンスを指定しま
す。次のページで、「このサーバーに設定
データを保存します。」を選択します。残
りのフィールドを使用して、インスタンス
がクライアント接続に対して使用する
URLを指定します。

� ユーザーおよびグループのデータのみに対
するインスタンスをインストールするに
は、「このサーバーにユーザー /グループ
データを保存します。」を選択します。次
のページで「設定データを次のインスタン
スに保存する」を選択し、設定データ用の
Directory Serverインスタンスの URLを指
定します。残りのフィールドを使用して、
インスタンスがクライアントからの接続に
使用する URLを指定します。

注 –設定値のこの表で使用される名前は、Java ESインストーラで使用される名前で
す。「今すぐ設定」モードで Directory Serverをインストールする場合に表示される
名前が存在します。「あとで設定」モードまたはサイレントモードで Directory
Serverをインストールする場合、これらの重要な設定値に対して異なる名前を使用し
なければならない場合があります。
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Directory Serverのインストール手順をインストール計画
に追加する
インストール計画を開始するには、次のようにして、Directory Serverのインストー
ルおよび設定指示を追加します。

1. Directory Serverインスタンスが負荷分散される場合、インストール計画の最初の
ステップは、ロードバランサが正しく機能していることを Java ESソフトウェアの
インストール前に確認することです。

2. 次に、Directory Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリ
ストします。

a. それぞれのコンピュータに対して、Java ESインストーラを実行して Directory
Serverを選択するように指示を追加します。

b. ほかのコンポーネントが同じコンピュータシステムにインストールされる場
合、すべてのコンポーネントを同時に選択させる指示を追加できますが、計画
では、Directory Serverインスタンスを設定、起動、および検証するための指示
を、ほかのどのコンポーネントのどのインスタンスの設定または起動の指示よ
りも前に置く必要があります。次に例を示します。

c. ソリューションでマルチマスターレプリケーションを使用する場合、ほかのコ
ンポーネントがインストールおよび設定される間に動作するマスターとするた
めに、Directory Serverインスタンスのうちの 1つを選択する必要がありま
す。このインスタンスがあるコンピュータをリストの先頭に置きます。

d. 設定のみの独立した Directory Serverインスタンスが配備アーキテクチャーに
存在する場合、これらを先頭にリストします。設定のみのインスタンスは、
ユーザーおよびグループのインスタンスがインストールされる前にインストー
ルして実行する必要があります。

3. 計画内の Directory Serverインスタンスの直下に、インスタンスを設定するための
キー値をリストします。

4. ソリューションでマルチマスターレプリケーションを使用する場合、1つを除いた
すべての Directory Serverインスタンスをシャットダウンする指示を追加します。

Administration Server
Administration Serverは、Directory Server、Directory Proxy Server、および
Messaging Serverに対する管理サポートを提供します。

Administration Serverは Directory Serverに対してソリューションレベルの依存性を
持ちます。Administration Serverは設定データを LDAPディレクトリに格納します。
ソリューションで、ユーザーおよびグループのデータと、設定データのそれぞれに対
して別々の Directory Serverインスタンスを使用する場合、設定データ用に指名され
た Directory Serverインスタンスを指定します。したがって、Directory Serverの直後
にAdministration Serverをインストールおよび設定するのが適切です。
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注 –ソリューションで Directory Serverコンソールを使用する場合、Directory Server
のインストール時にAdministration Serverをインストールするよう計画する必要があ
ります。

Administration Serverの基本インストール手順
Administration Serverをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりで
す。

1. 配備アーキテクチャーで指定されたコンピュータシステムにAdministration
Serverをインストールし、設定します。Administration Serverをインストールす
るとき、Administration Serverの設定データが格納される Directory Serverインス
タンスを指定します。

2. すべてのAdministration Serverインスタンスを起動し、検証します。

3. ソリューションで負荷分散を使用する場合、負荷分散によってAdministration
Serverインスタンス間で要求が正しくルーティングされていることを検証しま
す。

Administration Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのAdministration Serverインスタンスに対して、ソ
リューション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定す
る値を入力する必要があります。特に、Administration Serverがその設定データを格
納する Directory Serverインスタンスを識別します。表 3–6を参考にして設定値を選
択します。

表 3–6 Administration Server用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「サーバールート」 Administration Serverがインストールされる
パス名

「管理ポート」 Administration Serverが接続を受け付ける
ポート

「管理ドメイン」 管理コンソールで、Administration Serverイ
ンスタンスによって管理されるコンポーネン
トインスタンスをグループ化するために使わ
れるラベル
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表 3–6 Administration Server用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「システムユーザー」および「システムグ
ループ」

Administration Serverインスタンスがそのも
とで動作するユーザー IDとグループ。ここで
指定するこのユーザー IDとグループは、
Administration Serverによって管理されるコ
ンポーネントインスタンスに対するユーザー
IDとグループに一致する必要があります。た
とえば、特定の Directory Serverインスタンス
を管理するためのAdministration Serverをイ
ンストールしている場合、Administration
Serverのユーザーおよびグループが Directory
Serverのユーザーおよびグループと一致する
必要があります。

「管理者のユーザー ID」および「パスワー
ド」

管理コンソールにログインするために使われ
る管理者アカウントとパスワードを設定しま
す。

「Directory Serverホスト」および「Directory
Serverポート」

Administration Serverが、管理ドメイン内の
コンポーネントインスタンスの設定データを
格納する Directory Serverインスタンスを指定
します。

Administration Server用の手順をインストール計画に追
加する
Administration Server用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを
実行します。

1. Administration Serverインスタンスが負荷分散される場合、インストール計画内
の最初の指示は、ロードバランサが正しく機能していることを Java ESソフト
ウェアのインストール前に確認することです。

2. 次に、Administration Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計
画にリストします。各コンピュータに対して、Administration Serverを記述しま
す。Administration Serverの直下に、Java ESインストーラを実行して
Administration Serverを選択する指示を追加します。

3. Administration Serverインスタンスの各見出しの下に、インスタンスを設定する
ためのキー値をリストします。表 3–6を参考にして設定値を選択します。

4. 設定値に従って、Administration Serverインスタンスを起動および検証する指示
を追加します。

5. Administration Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動
作を検証する指示を追加します。
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Directory Proxy Server
Directory Proxy Serverは、Directory Serverによって管理される LDAPディレクトリ
へのアクセスを管理します。ソリューションにおいて、内部および外部のユーザーか
らアクセスされ、サイト間に分散されるディレクトリ情報への要求をルーティングし
ます。

Directory ServerおよびAdministration Serverに対するソリューションレベルの依存
性を持ちます。ローカルの依存性はありません。したがって、ソリューションで
Directory Proxy Serverを使用する場合、Directory ServerおよびAdministration
Serverよりもあとに (ただし、Directory Proxy Serverサービスを利用する可能性があ
るほかのコンポーネントよりも先に) Directory Proxy Serverをインストールして設定
するのが適切です。

Directory Proxy Serverの基本インストール手順
Directory Proxy Serverをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりで
す。

1. 配備アーキテクチャーで指定されたコンピュータシステムに Directory Proxy
Serverをインストールし、設定します。Directory Proxy Serverをインストールす
るとき、Directory Proxy Serverの設定データが保存される Directory Serverイン
スタンスを指定します。

2. すべての Directory Proxy Serverインスタンスを起動し、検証します。

3. ソリューションで Directory Proxy Serverを使用して Directory Serverインスタン
スの負荷分散を実装する場合、負荷分散によって Directory Serverインスタンス間
で要求が正しくルーティングされていることを検証します。

Directory Proxy Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのMessaging Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。たとえば、互いに連携して動作するようにインスタンスを
選択します。表 3–7を参考にして設定値を選択します。

表 3–7 Directory Proxy Serverの主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「Directory Proxy Serverポート」 Directory Proxy Serverが接続を待機するポー
ト。ネットワーク接続仕様で指定された値が
推奨されます。詳細については、20ページ
の「ネットワーク接続仕様の作成」を参照し
てください。
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表 3–7 Directory Proxy Serverの主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「管理ルートディレクトリ」 Administration Serverでの使用のために、
Directory Proxy Serverに関する設定データを
インストーラが格納するディレクトリ。

Directory Proxy Serverのインストール手順をインストー
ル計画に追加する
Directory Proxy Server用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを
実行します。

1. Directory Proxy Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサが正
しく機能していることを Java ESソフトウェアのインストール前に検証するための
指示を追加します。

2. Directory Proxy Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリ
ストします。各コンピュータに対し、インストールされるコンポーネントのリスト
に Directory Proxy Serverを追加します。

3. Directory Proxy Serverの見出しの下に、次の内容を含む、Java ESインストーラの
実行指示を追加します。

a. Directory Proxy Serverの選択。
b. インスタンスを選択するためのキー値のリスト。表 3–6を参考にして設定値を
選択します。

4. Directory Proxy Serverインスタンスを起動し、検証するための指示を追加しま
す。

5. Directory Proxy Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動
作を検証するための指示を追加します。

Access Manager
Access Managerは、ほかのほとんどの Java ESコンポーネントに対して、認証と承認
のサービスを提供します。どの特定のソリューションにおいても、Access Manager
サービスを使用するコンポーネントは特定のソリューションに依存しますが、そのほ
かのほぼすべての Java ESコンポーネントはAccess Managerのサービスを利用する
可能性があります。

Access Managerは、ユーザーおよびグループデータのソースに対するソリューション
レベルの依存性だけを持ちます。したがって、Access Managerのサービスを利用する
可能性のあるコンポーネントがインストールおよび設定されるよりも前、また
Directory ServerおよびAdministration Serverの直後に、Access Managerをインス
トールして設定するのが適切です。

Access ManagerはWebコンテナへのローカル依存性があります。
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注 – Access Managerには 2つの動作モードがあります。旧バージョンモード (6.xスタ
イル)ではAccess Manager 6の機能がサポートされます。Access Managerを Portal
Server、Messaging Server、Calendar Server、Delegated Administrator、または
Instant Messagingとともにインストールしている場合、Access Managerレガシー
(6.x)のインストールタイプを選択する必要があります。

レルムモード (7.xスタイル)では、新しいAccess Manager 7コンソールを含むAccess
Manager 7の機能がサポートされます。ただしレルム (7.x)は、上記のコンポーネント
が 1つも含まれないソリューションでしか使用できません。

注 –配備アーキテクチャーで Portal ServerとAccess Managerを別々のコンピュータ
に配置する場合、いくつかの考慮事項が適用されます。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「リモートのAccess
Managerを使用する Portal Serverの例」を参照してください。

Access Managerの基本インストール手順
Access Managerをインストールして設定するための基本手順は次のとおりです。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムにAccess Managerをインストールします。

a. Access Managerをインストールするとき、Access Managerを実行するWebコ
ンテナを指定する必要があります。

b. Access Managerをインストールするとき、ユーザーおよびグループデータのリ
ポジトリ (通常は Directory Serverインスタンス、URLで指定)を指定する必要
があります。

c. Access Managerをインストールすると、シングルサインオンをサポートするよ
うに LDAPディレクトリが変更されます (このようなディレクトリはスキーマ
2と呼ばれる場合がある)。LDAPスキーマの詳細については、22ページの「ソ
リューションの LDAPスキーマの指定」を参照してください。

2. Access Managerのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

3. ソリューションでAccess Managerインスタンスに対して負荷分散を使用する場
合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Access Manager用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのAccess Managerインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する設定
値を指定する必要があります。
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表 3–8 Access Managerインスタンスの主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「管理者のユーザー ID」と「管理者パスワー
ド」

完全な権限を持つ管理者アカウントのパス
ワードを設定します。このアカウントで
Access Managerコンソールにログインしま
す。このアカウントは、Access Managerに
よって管理されるすべてのディレクトリエン
トリへの完全なアクセス権を持ちます。

「LDAPユーザー ID」と「LDAPパスワー
ド」

権限が限定された管理者アカウントのパス
ワードを設定します。このアカウントで
Access Managerコンソールにログインしま
す。このアカウントは読み取りおよび検索の
権限を持ちます。

「インストールタイプ」 Access Managerインスタンスがレルムモード
と旧バージョンモードのどちらで動作するか
を指示します。インスタンスを Portal
Server、Messaging Server、Calendar
Server、Instant Messaging、または Delegated
Administratorとともにインストールする場
合、旧バージョンモードを指定する必要があ
ります。

「Webコンテナ」 Access Managerインスタンスを実行するWeb
コンテナを指定します。選択に応じて、イン
ストーラは必要な情報の入力を求めます。

「ホスト名」、「Web Serverポート」、
「Web Serverインスタンスディレクトリ」、
「ドキュメントルートディレクトリ」、「セ
キュリティー保護されたサーバーインスタン
スポート」

Access ManagerをWeb Serverとともにイン
ストールしている場合、これらのフィールド
を使ってWeb Serverのインストール情報を指
定します。

Web Serverがすでにインストールされている
コンピュータにAccess Managerをインストー
ルしている場合は、これらのフィールドを
使って既存のWeb Serverインスタンスを指定
します。

「インストールディレクトリ」、「Access
Manager実行時インスタンス」、「インスタ
ンスディレクトリ」、「Access Managerイン
スタンスポート」、「ドキュメントルー
ト」、「管理者ユーザー ID」、「管理ポー
ト」、「セキュリティー保護されたサーバー
インスタンスポート」、「セキュリティー保
護された管理サーバーポート」

Access ManagerをApplication Serverととも
にインストールしている場合、これらの
フィールドを使ってApplication Serverのイ
ンストール情報を指定します。

Application Serverがすでにインストールされ
ているコンピュータにAccess Managerをイン
ストールしている場合は、これらのフィール
ドを使って既存のApplication Serverインス
タンスを指定します。

第 3章 •インストール計画 59



表 3–8 Access Managerインスタンスの主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「ホスト名」、「サービス配備 URI」、「共
通ドメイン配備 URI」、「クッキードメイ
ン」、「管理コンソール」(「新しいコンソー
ルを配備」、「既存コンソールを使用」)、
「コンソール配備 URI」、「パスワード配備
URI」、「コンソールホスト名」、「コンソー
ルポート」

これらのフィールドを使って、Access
Managerのアイデンティティ管理およびポリ
シーサービスコア (core)サービスと、管理
サーバーコンソール (console)サービスがWeb
Serverにどのように配備されるかを指定しま
す。

「Directory Serverホスト」、「Directory
Serverポート」、「Access Managerディレク
トリルートサフィックス」、「ディレクトリ
マネージャー DN」、「ディレクトリマネー
ジャーパスワード」

これらのフィールドを使って、

ソリューションがユーザーおよびグループ
データ用に使用する Directory Serverインスタ
ンスへのアクセス情報を指定します。ユー
ザーおよびグループデータ用のリポジトリと
して Directory Server以外を使用している場
合、この URLは ?である必要があります。
� Directory Serverホストと Directory Server
ポートは、Directory Serverがインストー
ルおよび設定されたときに割り当てられた
ものです。Directory Serverがマルチマス
ターレプリケーションまたは負荷分散 (あ
るいはその両方)を有効にして設定される
場合、コンピュータのうちの 1台の名前で
はなく、複製または負荷分散されるサービ
スの論理アドレスを使用します。

� Access Managerディレクトリルートサ
フィックスは、Access Managerがディレ
クトリルートとして使用するディレクトリ
エントリです。デフォルト値は実際の
ディレクトリルートであり、これも
Directory Serverのインストール時に確立
されたものです。

� ディレクトリマネージャーの DNとパス
ワードも、Directory Serverインスタンス
のインストール時に確立されたものです。

ソリューションでユーザーおよびグループ
データのその他何らかのソースを使用する場
合、この URLは ?である必要があります。

「いいえ」、「はい」、「組織マーカーオブ
ジェクトクラス」、「組織ネーミング属
性」、「ユーザーマーカーオブジェクトクラ
ス」、「ユーザーネーミング属性」

これらのフィールドを使って、すでにユー
ザーデータが導入されているディレクトリを
使用するようにAccess Managerを設定しま
す。
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Access Managerのインストール手順をインストール計画
に追加する
Access Managerのインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行しま
す。

1. Access Managerインスタンスが負荷分散される場合、インストール計画内の最初
の指示は、ロードバランサが正しく機能していることを Java ESソフトウェアのイ
ンストール前に確認することです。

2. 次に、Access Managerインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリ
ストします。

a. Access ManagerはWebコンテナへのローカル依存性があります。Access
Managerのインスタンスを実行する各コンピュータは、指定されたWebコン
テナのインスタンスも実行する必要があります。ソリューションがどのWebコ
ンテナを使用しているかは、通常、配備アーキテクチャーに示されています。

b. 各コンピュータに対し、Java ESインストーラを実行してAccess Managerを選
択するための指示を追加します。WebコンテナとしてWeb Serverまたは
Application Serverを使用している場合、Webコンテナを選択するための指示
も追加します。インストーラは、選択されたWebコンテナにAccess Manager
を自動的に配備することができます。

c. Access Managerを実行するコンピュータがすでに計画にリストされている場合
(たとえば、Directory Serverが同じコンピュータ上にインストールされる場
合)、Access Managerを選択するための指示を追加します。「今すぐ設定」オ
プションを使用する場合でもAccess Managerを Directory Serverと同時にイン
ストールできますが、計画では、Directory Serverインスタンスを設定、起動、
および検証するための指示を、Access Managerのインスタンスを設定または起
動するための指示よりも前に配置する必要があります。

3. 各Access Managerインスタンスの下に、インスタンスを設定するためのキー値を
リストします。表 3–8を参考にして設定値を選択します。

4. 各Web ServerまたはApplication Serverインスタンスの下に、インスタンスを設
定するためのキー値をリストします。これらのコンポーネントに対する設定値の選
択については、89ページの「Web Server」または92ページの「Application
Server」を参照してください。

5. Access Managerをサポートするサードパーティー製Webコンテナのいずれかをソ
リューションで使用する場合、「あとで設定」モードでAccess Managerをインス
トールします。Access Managerを設定して配備するために、amconfigという名
前のAccess Manager設定ツールを実行します。詳細については、『Sun Java
System Access Manager 7 2005Q4 Administration Guide』の「Access Manager
amconfig Script」を参照してください。サードパーティー製Webコンテナは、
amconfig設定ツールを実行する前にインストールして実行する必要がありま
す。

6. 各コンピュータに対し、Access Managerインスタンスを起動して検証するための
指示を追加します。インスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を
検証するための指示を追加します。
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Messaging Server
Messaging Serverのインスタンスを配備するコンピュータシステムの配備アーキテク
チャーを検証します。

Messaging Serverはメールの収集、保存、および配信のサービスを提供します。
Messaging Serverのサービスには、Communications Express、Portal Server、および
サードパーティー製の電子メールクライアントを通じてアクセスできます。

Messaging Serverは、ユーザーおよびグループデータのソースに対するソリュー
ションレベルの依存性を持ちます。ユーザーおよびグループデータには、メッセージ
ングサービスへのアクセスを検証するために使われるアカウント名とパスワードが含
まれます。ユーザーおよびグループデータは、ユーザーの電子メールサーバーや、
メールを配信するために必要なそのほかの情報も識別します。この情報は通常、
Directory Serverによって管理される LDAPディレクトリ内にあります。した
がって、Access Managerは Directory Serverよりもあとにインストールして設定する
のが適切です。

ソリューションでシングルサインオンを使用する場合、Messaging ServerはAccess
Managerのサービスを利用します。シングルサインオンソリューションでは、
Directory ServerとAccess Managerの両方がインストールおよび設定されたあとに、
Messaging Serverをインストールして設定する必要があります。

Directory Serverによって管理される LDAPディレクトリとともにMessaging Server
を使用するためには、Directory Serverインスタンスを実行しているコンピュータ上
で Directory Preparation Toolを実行する必要があります。したがって、Directory
Preparation ToolはMessaging Serverのインストールの一部として扱われます。

Messaging Serverをインストールして設定すると、22ページの「ユーザー管理仕様の
作成」で説明されているように LDAPディレクトリツリーが変更されます。この変更
により、Messaging Serverインスタンスによって管理される電子メールドメインを表
すブランチがツリーに追加されます。電子メールドメイン内のユーザーに関する情報
は、この電子メールドメインブランチに追加されます。ソリューションでシングルサ
インオンを使用する場合、Calendar Serverなど、ソリューション内のほかのすべての
コンポーネントも、そのユーザーデータを電子メールドメインブランチに格納するこ
とが推奨されます。したがって、電子メールドメインブランチを使用する可能性があ
るほかのコンポーネントをインストールする前に、Messaging Serverをインストール
して設定するのが適切です。

Messaging Serverの基本インストール手順
1. ソリューションでメッセージングサービス用の冗長性戦略を使用している場合、そ
の種類を調べます。

� ソリューションで負荷分散を使用している場合。

� ソリューションでクラスタ化されたメッセージングサービスを使用する場合、
Messaging Serverよりも先に Sun Clusterソフトウェアをインストール、設
定、および検証する必要があります。
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2. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムにMessaging Serverをインストールします。インストーラで
は、Messaging Serverのインスタンスの設定は行われません。

3. Directory Serverを実行しているコンピュータ上で Directory Preparation Toolを実
行します。

4. Messaging Serverの設定ウィザードを実行します。

a. Messaging Serverを設定するとき、Messaging Serverユーザーについての情報
が格納される Directory Serverインスタンスを指定する必要があります。

b. Messaging Serverを設定するとき、そのMessaging Serverインスタンスに
よって管理される電子メールドメインを表す予定の LDAPディレクトリブラン
チの名前を指定します。Messaging Serverの設定ウィザードによって、このブ
ランチがツリーに追加されます。

5. Messaging Serverのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

6. ソリューションでシングルサインオンを使用する場合、シングルサインオン用に
Messaging Serverを設定し、Messaging Serverを再起動し、シングルサインオン
が正しく機能していることを検証します。

7. ソリューションに Sun Clusterソフトウェアが含まれる場合、Sun Cluster Agent
for Messaging Serverをインストール、設定、起動、および検証します。

8. ソリューションでAdministration Serverインスタンスに対して負荷分散を使用す
る場合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Messaging Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのMessaging Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。たとえば、ソリューションでAccess Managerシングルサ
インオンを使用する場合、Access Managerと相互動作するようにMessaging Server
インスタンスを設定する必要があります。表 3–9を参考にして設定値を選択します。

表 3–9 Messaging Serverインスタンス用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「FQHNの入力」 Messaging Serverを設定している対象のコン
ピュータの完全修飾ドメイン名。

「設定するコンポーネントを選択」 このコンピュータに対してソリューションで
指定するコンポーネントを選択します。この
情報は配備アーキテクチャーから入手できま
す。詳細については、17ページの「配備アー
キテクチャーの分析」を参照してください。

「ユーザー名の入力」および「グループの入
力」

Messaging Serverを実行するユーザー名とグ
ループを指定します。
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表 3–9 Messaging Serverインスタンス用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「設定サーバー LDAP URL」、「バインド
名」、「パスワード」

設定データを保存するためにソリューション
で使用する Directory Serverインスタンスと、
ディレクトリマネージャーのアカウントおよ
びパスワードを指定します。Messaging
Serverの設定ウィザードは、Messaging
Serverインスタンスに関する設定データをこ
のディレクトリに書き込みます。

「ユーザー/グループサーバー LDAP
URL」、「バインド名」、「パスワード」

ユーザーおよびグループデータの格納にソ
リューションが使用する Directory Serverイン
スタンスと、ディレクトリマネージャーのア
カウントおよびパスワードを指定します。
Messaging Serverの設定ウィザードは、メー
ルドメインブランチをこの Directory Serverの
ディレクトリツリーに追加します。Messaging
Serverは、ユーザーおよびグループデータを
このディレクトリから検索します。

「すべての管理アカウントのパスワード」 すべてのMessaging Serverインスタンスの管
理者アカウントに対して使われるパスワード
を指定します。

「デフォルト電子のメールドメイン」 Messaging Serverインスタンスがメールサー
ビスを提供する対象の電子メールドメインを
指定します。

「組織 DNを入力」 デフォルト電子メールドメイン内のユーザー
に関するデータを格納する LDAPディレクト
リツリーブランチを指定します。

ディレクトリツリーブランチの DNは「o=,
ou=,」または「dc=,dc=」として指定できま
す。

ソリューションで、単一のユーザーエントリ
を使用して複数のサービスを認証および承認
する場合、ユーザーおよびグループデータに
対して、このフィールドで指定する LDAPブ
ランチを使用するようにほかのコンポーネン
トを設定する必要があります。

Messaging Serverのインストール手順をインストール計画
に追加する
Messaging Serverのインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行し
ます。

1. Messaging Serverインスタンスが負荷分散される場合、インストール計画内の最
初の指示は、ロードバランサが正しく機能していることを Java ESソフトウェアの
インストール前に確認することです。
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2. ソリューションで Sun Clusterソフトウェアを使用する場合、Messaging Serverは
Sun Clusterソフトウェアへのローカル依存性があります。次のことを実行しま
す。

a. Messaging Serverのインスタンスを実行する各コンピュータは Sun Cluster
ノードである必要があります。Messaging Serverをインストールする前に、
Sun Clusterソフトウェアをインストール、設定、および検証する必要がありま
す。

b. クラスタ化されたMessaging Serverインスタンスを実行するすべてのコン
ピュータを計画にリストします。

c. 各コンピュータに対し、Sun Clusterソフトウェアをインストールするための指
示を追加します。Sun Clusterソフトウェアのインストール指示については、95
ページの「Sun Clusterソフトウェア」を参照してください。クラスタ化コン
ポーネントをセットアップするために、コンピュータ上で複数回インストーラ
を実行する方法を示すサンプルのインストール計画については、表 3–4を参照
してください。

3. 次に、Messaging Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画に
リストします。

ヒント –クラスタ化されたMessaging Serverインスタンスをソリューションで使用
する場合、Messaging Server用に指定されたコンピュータ上でインストーラを実
行するのはこれが 2回目です。

a. 各コンピュータに対して、Java ESインストーラを実行してMessaging Server
を選択するための指示を計画に追加します。

b. Access Managerを実行するコンピュータがすでに計画にリストされている場合
(たとえば、Directory Serverが同じコンピュータ上にインストールされる場
合)、Access Managerを選択するための指示を追加します。「今すぐ設定」オ
プションを使用する場合でもAccess Managerを Directory Serverと同時にイン
ストールできますが、計画では、Directory Serverインスタンスを設定、起動、
および検証するための指示を、Access Managerのインスタンスを設定または起
動するための指示よりも前に配置する必要があります。

4. 各Messaging Serverインスタンスの下に、インスタンスを設定するためのキー値
をリストします。参考として使用して設定値を選択します。

5. Directory Preparation Toolを実行します。設定値の表が必要です。

6. 各コンピュータに対し、Messaging Serverインスタンスを起動して検証するため
の指示を追加します。

7. Messaging Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を
検証する指示を追加します。

8. Messaging Serverインスタンスがクラスタ化される場合、Sun Cluster Agents for
Messaging Serverをインストールしてその動作を検証することによって、クラス
タ設定を完了するための指示を追加します。Sun Cluster Agent用の指示について
は、95ページの「Sun Clusterソフトウェア」に掲載されています。
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Calendar Server
Calendar Serverのインスタンスを配備するコンピュータシステムの配備アーキテク
チャーを検証します。

Calendar Serverはカレンダサービスを提供します。Calendar Serverのサービスに
は、Communications Expressまたは Portal Serverを通じてアクセスできます。

Calendar Serverは、ユーザーおよびグループデータのソースに対するソリューション
レベルの依存性を持ちます。ユーザーおよびグループデータには、カレンダサービス
へのアクセスを検証するために使われるアカウント名とパスワードが含まれます。
ユーザーおよびグループデータは、各ユーザーのカレンダサーバーや、カレンダサー
ビスを提供するために必要なそのほかの情報も識別します。この情報は通常、
Directory Serverによって管理される LDAPディレクトリ内にあります。した
がって、Directory Serverよりもあとに Calendar Serverをインストールして設定する
のが適切です。

ソリューションでシングルサインオンを使用する場合、Calendar ServerではAccess
Managerのサービスを利用します。シングルサインオンを使用するソリューションで
は、Calendar Serverは、Directory ServerとAccess Managerの両方がインストール
および設定されたあとにインストールして設定する必要があります。

ソリューションで Calendar ServerとMessaging Serverの両方を使用する場合、
Calendar Serverのユーザーおよびグループデータは、Messaging Serverがユーザー
およびグループデータ用に使用するのと同じ LDAPディレクトリのブランチに格納す
ることが推奨されます。このデータは、Messaging Serverの設定ウィザードによって
作成されます。したがって、Calendar ServerはMessaging Serverへの依存性を持ち
ます。Calendar Serverのインストールと設定は、Messaging Serverがインストール
および設定されたあとで行うことが推奨されます。

Calendar Serverの基本インストール手順
1. ソリューションでメッセージングサービス用の冗長性戦略を使用している場合、そ
の種類を調べます。

� ソリューションで負荷分散を使用している場合。

� ソリューションでクラスタ化されたカレンダサービスを使用する場合、
Calendar Serverよりも先に Sun Clusterソフトウェアをインストール、設定、
および検証する必要があります。

2. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Calendar Serverをインストールします。インストーラで
は、Messaging Serverのインスタンスの設定は行われません。

3. 必要であれば、Directory Serverを実行しているコンピュータ上で Directory
Preparation Toolを実行します。ソリューションにMessaging Serverが含まれる場
合、Directory Preparation ToolはMessaging Server設定の一部として実行されま
す。

4. Calendar Serverの設定ウィザードを実行します。
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a. Calendar Serverを設定するとき、Calendar Serverのユーザーについての情報
が格納される Directory Serverインスタンスを指定する必要があります。

b. Calendar Serverを設定するとき、ユーザーおよびグループデータが保存される
LDAPディレクトリの名前を指定します。これは通常、Messaging Serverの設
定ウィザードによって作成されるブランチです。

5. Calendar Serverのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

6. ソリューションに Sun Clusterソフトウェアが含まれる場合、Sun Cluster Agent
for Messaging Serverをインストール、設定、起動、および検証します。

7. ソリューションでシングルサインオンを使用する場合、シングルサインオン用に
Calendar Serverを設定し、Calendar Serverを再起動し、シングルサインオンが正
しく機能することを検証します。

8. ソリューションで Calendar Serverインスタンスに対して負荷分散を使用する場
合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Calendar Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Calendar Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。たとえば、ソリューションでAccess Managerによるシン
グルサインオンを使用する場合、Access Managerと相互動作するように Calendar
Serverインスタンスを設定する必要があります。表 3–10を参考にして設定値を選択
します。

表 3–10 Calendar Serverインスタンス用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「LDAPサーバーのホスト名」、「LDAP
サーバーのポート」

これらのフィールドを使用して、ソリュー
ションがユーザーおよびグループデータ用に
使用する Directory Serverインスタンスを指定
します。

「Directory Manager DN」、「ディレクトリ
マネージャーのパスワード」

これらのフィールドを使用して、ユーザーお
よびグループディレクトリ用のディレクトリ
マネージャーのアカウントとパスワードを指
定します。Calendar Serverでは、設定時に
Directory Serverインスタンスに接続するため
にこの情報が使用されます。
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表 3–10 Calendar Serverインスタンス用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「ベース DN」 Calendar Serverインスタンスがユーザーデー
タを検索する LDAPディレクトリツリーブラ
ンチを指定します。

ソリューションでシングルユーザーエントリ
とシングルサインオンを使用する場合、これ
はMessaging Serverの設定によって作成され
るディレクトリツリーブランチである必要が
あります。詳細については、表 3–9を参照し
てください。

「管理者のユーザー ID」および「管理者パス
ワード」

これらのフィールドを使用して、Calendar
Serverインスタンスのメイン管理者アカウン
トを定義します。このアカウントは、「ベー
ス DN」フィールドでその場所が指定された
ディレクトリに追加されます。

「管理者のメールアドレス」 プライマリ管理者アカウントの電子メールア
ドレスを作成します。

「SMTPホスト」 メール通知の送信に使われる電子メールホス
トを指定します。対象のソリューションの
Messaging Serverインスタンスを実行してい
るコンピュータを指定します。負荷分散また
はクラスタ化されたメッセージングサービス
をソリューションで使用する場合、サービス
の論理アドレスを指定します。

「サービスポート」 Calendar Serverインスタンスが接続を待機す
るポートを割り当てます。ネットワーク接続
仕様で指定されたポート番号が推奨されま
す。詳細については、20ページの「ネット
ワーク接続仕様の作成」を参照してくださ
い。

「最大セッション」、「最大スレッド」、
「サーバープロセスの数」

これらのフィールドを使用して、Calendar
Serverインスタンスの実行時特性を指定しま
す。

「ランタイムユーザー ID」、「ランタイムグ
ループ ID」

これらのフィールドを使用して、そのもとで
Calendar Serverを実行するユーザー IDとグ
ループを指定します。

Calendar Server用の手順をインストール計画に追加する
Calendar Server用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行し
ます。
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1. Calendar Serverインスタンスが負荷分散される場合、インストール計画内の最初
の指示は、ロードバランサが正しく機能していることを Java ESソフトウェアのイ
ンストール前に確認することです。

2. ソリューションで Sun Clusterソフトウェアを使用する場合、Calendar Serverは
Sun Clusterソフトウェアへのローカル依存性があります。次のことを実行しま
す。

a. Calendar Serverのインスタンスを実行する各コンピュータを Sun Clusterノー
ドとして設定する必要があります。Calendar Serverをインストールする前に、
Sun Clusterソフトウェアをインストール、設定、および検証する必要がありま
す。

b. クラスタ化された Calendar Serverインスタンスを実行するすべてのコン
ピュータを計画にリストします。

c. 各コンピュータに対し、Sun Clusterソフトウェアをインストールするための指
示を追加します。Sun Clusterソフトウェアのインストール指示については、95
ページの「Sun Clusterソフトウェア」を参照してください。クラスタ化コン
ポーネントをセットアップするために、コンピュータ上で複数回インストーラ
を実行する方法を示すサンプルのインストール計画については、表 3–4を参照
してください。

3. 次に、Calendar Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリ
ストします。

ヒント –クラスタ化された Calendar Serverインスタンスをソリューションで使用
する場合、Calendar Server用に指定されたコンピュータ上でインストーラを実行
するのはこれが 2回目です。

a. 各コンピュータに対して、Java ESインストーラを実行して Calendar Serverを
選択するための指示を計画に追加します。

b. Calendar Serverを実行するコンピュータがすでに計画でリストされている場合
(たとえば、Directory Serverが同じコンピュータ上にインストールされる場
合)、Calendar Serverを選択するための指示を追加します。「今すぐ設定」オ
プションを使用する場合でも Calendar Serverを Directory Serverと同時にイン
ストールできますが、計画では、Directory Serverインスタンスを設定、起動、
および検証するための指示を、Calendar Serverのインスタンスを設定または起
動するための指示よりも前に配置する必要があります。

4. 各 Calendar Serverインスタンスの下に、インスタンスを設定するためのキー値を
リストします。ヘルプを参考にして設定値を選択します。

5. Directory Preparation Toolを実行します。設定値の表が必要です。

6. 各コンピュータに対し、Calendar Serverインスタンスを起動して検証するための
指示を追加します。

7. Calendar Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を検
証する指示を追加します。

8. Calendar Serverインスタンスがクラスタ化される場合、Sun Cluster Agents for
Calendar Serverをインストールしてその動作を検証することによって、クラスタ
設定を完了するための指示を追加します。Sun Cluster Agent用の指示について
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は、95ページの「Sun Clusterソフトウェア」に掲載されています。

Communications Express
Communications Expressのインスタンスを配備するコンピュータシステムの配備
アーキテクチャーを検証します。

Communications Expressは、メールサービスおよびカレンダサービスに対するエン
ドユーザーインタフェースを提供します。Communications Expressは、Portal Server
がメールサービスおよびカレンダサービスにアクセスするためのメカニズムも提供し
ます。

Communications Expressは、Messaging Serverおよび Calendar Serverに対するソ
リューションレベルの依存性を持ちます。Communications Expressは、Messaging
Serverまたは Calendar Server、あるいはその両方の特定のインスタンスによって供
給されるデータに対するインタフェースを提供します。したがって、Messaging
Serverおよび Calendar Serverよりもあとに Communications Expressをインストー
ルして設定するのが適切です。

Communications Expressは、ユーザーおよびグループデータのソースに対するソ
リューションレベルの依存性も持ちます。ユーザーおよびグループデータには、
メッセージングサービスとカレンダサービスへのアクセスを検証するために使われる
アカウント名とパスワードが含まれます。この情報は通常、Directory Serverに
よって管理される LDAPディレクトリ内にあります。Communications Expressは
Access Managerを介してこのデータにアクセスします。Communications Express
は、Access Managerのインストール、Directory Preparation Toolの実行、および、
Messaging Serverのインストールと設定によって生じる、LDAPスキーマおよび
ディレクトリツリーへの変更にも依存します。したがって、Directory Serverおよび
Access Managerよりもあとに Communications Expressをインストールして設定する
のが適切です。

Communications Expressはデフォルトで、Access Managerによるシングルサインオ
ンを使用するように設定されます。

Communications Expressは、Webコンテナと、Access ManagerまたはAccess
Manager SDKのどちらかに対するローカル依存性があります。通常、分散ソリュー
ションにおいて、配備アーキテクチャーではAccess Manager SDKのローカルコピー
を指定します。この SDKは、Access Managerのリモートインスタンスとの対話をサ
ポートします。

Communications Expressの基本インストール手順
Communications Expressをインストールして設定するための基本手順は次のとおり
です。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Communications Expressをインストールします。
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a. Communications Expressをインストールするとき、Communications Express
を実行するWebコンテナもインストールします。

b. Communications Expressをインストールするとき、Access Manager SDKのコ
ピー、またはAccess Managerのローカルコピーのどちらかをインストールす
る必要もあります。

2. Communications Expressの設定ウィザードを実行します。Communications
Expressを設定するとき、ユーザーおよびグループデータのリポジトリ (通常は
Directory Serverインスタンス、URLで指定)を指定する必要があります。

3. Communications Expressのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

4. ソリューションで Communications Expressインスタンスに対して負荷分散を使用
する場合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Communications Express用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Communications Expressインスタンスに対して、ソ
リューション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定す
る値を入力する必要があります。特に、Communications Expressは、メッセージン
グデータを提供するMessaging Serverインスタンス、カレンダデータを提供する
Calendar Serverインスタンス、認証と承認のサービスを提供するAccess Managerお
よび Directory Serverインスタンスと相互動作するように設定されます。表 3–11を参
考にして設定値を選択します。

表 3–11 Communications Express用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「メールコンポーネント」および「カレンダ
コンポーネント」

ソリューションが提供しているサービス用の
Communications Expressコンポーネントを選
択します。

「ホスト名」および「DNSドメイン名」 これらのフィールドの組み合わせによって、
Communications Expressを設定している対象
のコンピュータを識別します。

「Web Server」または「Application Server」 ソリューションが使用しているWebコンテナ
を選択します。この情報は配備アーキテク
チャーから入手できます。詳細については、
17ページの「配備アーキテクチャーの分析」
を参照してください。
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表 3–11 Communications Express用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「サーバーのルートディレクトリ」、「サー
バーインスタンスの識別子」、「仮想サー
バーの識別子」、「HTTPポート」

Communications ExpressをWeb Serverとと
もにインストールしている場合、これらの
フィールドを使ってWeb Serverのインストー
ル情報を指定します。

Web Serverがすでにインストールされている
コンピュータに Communications Expressを
インストールしている場合、これらのフィー
ルドを使って既存のWeb Serverインスタンス
を指定します。

Communications ExpressをApplication
Serverとともにインストールしている場合、
これらのフィールドを使ってApplication
Serverのインストール情報を指定します。

Application Serverがすでにインストールされ
ているコンピュータに Communications
Expressをインストールしている場合、これら
のフィールドを使って既存のApplication
Serverインスタンスを指定します。

「Webコンテナのユーザー ID」および「Web
コンテナのグループ ID」

Webコンテナプロセスを実行するユーザーお
よびグループを指定します。

「URIパス」 Communications Expressにアクセスするため
の URIを指定します。

「LDAP URL」、「バインド DN」、「管理
者パスワード」

ソリューションがユーザーおよびグループ
データ用に使用する Directory Serverインスタ
ンスを指定します。「バインド DN」と「管
理者パスワード」は、ディレクトリマネー
ジャーのアカウントとパスワードです。ソ
リューションで Directory Serverインスタンス
の負荷分散を使用する場合、負荷分散される
ディレクトリサービスの論理 URLを入力しま
す。

「DCツリーサフィックス」 ユーザーおよびグループ Directory Serverイン
スタンスのベース DNを指定します。これ
は、Directory Serverインスタンスのインス
トール時に指定された値です。詳細について
は、表 3–5を参照してください。

「ドメイン名を入力してください」 ソリューションが使用しているメールドメイ
ンの名前を入力します。このメールドメイン
は、Messaging Serverの設定時に確立された
ものです。詳細については、表 3–9を参照し
てください。
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表 3–11 Communications Express用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「ログイン URL」、「管理者 DN」、およ
び「管理者パスワード」

Access Managerへの接続に使われる値を指定
します。
� 「ログイン URL」は

http://hostname:port/amserver/UI/login
の形式で、hostnameはAccess Manager
が動作しているコンピュータを表します。

� 「管理者 DN」は、Access Manager管理
者アカウントの完全 LDAP名である必要
があります。次のような形式が推奨されま
す。
uid=amadmin,ou=people,o=DirectoryBaseDN

� 管理パスワードは、Access Managerのイ
ンストール時に確立されるパスワードであ
る必要があります。詳細については、表
3–8を参照してください。

「Messenger Expressポート」 Messaging Serverが使用しているポートを指
定します。これは、Messaging Serverの設定
時に指定されたポートです。詳細について
は、表 3–9を参照してください。

「Calendar Serverのホスト名」およ
び「Calendar Serverのポート番号」

Calendar Serverを実行しているコンピュータ
の名前を指定します。ソリューション内のカ
レンダサービスがクラスタ化または負荷分散
される場合、サービスの論理名を指定しま
す。

「Calendar Serverのポート番号」は、
Calendar Serverの設定時に割り当てられたも
のです。詳細については、表 3–10を参照して
ください。

「管理者のユーザー ID」および「管理者パス
ワード」

Calendar Serverの管理者 IDとパスワードを
使用します。これらの値は、Calendar Server
の設定時に確立されたものです。詳細につい
ては、表 3–10を参照してください。

「ログイン URL」、「管理者 DN」、「管理
者パスワード」

ソリューションが個人アドレス帳データ用に
使用する Directory Serverインスタンスを指定
します。ソリューションで Directory Serverイ
ンスタンスの負荷分散を使用する場合、負荷
分散されるディレクトリサービスの論理 URL
を入力します。これらの値は、Directory
Serverインスタンスの設定時に確立されたも
のです。詳細については、表 3–5を参照して
ください。
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Communications Express用の手順をインストール計画に
追加する
Communications Express用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のこ
とを実行します。

1. Communications Expressインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサが
正しく機能していることを Java ESソフトウェアのインストール前に確認するため
の指示をインストール計画に追加します。

2. 次に、Communications Expressインスタンスを配備するすべてのコンピュータを
計画にリストします。

a. Communications ExpressはWebコンテナへのローカル依存性があります。
Communications Expressのインスタンスを実行する各コンピュータは、指定さ
れたWebコンテナのインスタンスも実行する必要があります。ソリューション
がどのWebコンテナを使用しているかは、通常、配備アーキテクチャーに示さ
れています。

b. 各コンピュータに対し、Java ESインストーラを実行して Communications
Expressを選択するための指示を追加します。Web ServerまたはApplication
ServerのどちらかをWebコンテナとして選択するための指示を追加します。
Access Manager SDKまたはAccess Managerのどちらかを選択するための指示
を追加します。

c. Communications Expressを実行するコンピュータがすでに計画にリストされて
いる場合 (同じコンピュータ上の別のコンポーネントをインストールするため
の指示が計画にすでにある場合)、インストーラの実行時に Communications
Expressを選択するための指示を追加するだけです。Communications Express
をほかのコンポーネントと同時にインストールして同じWebコンテナに配備で
きますが、計画では、Directory Server、Access Manager、Messaging Server、
または Calendar Serverインスタンスを設定、起動、および検証するための指
示を、Communications Expressインスタンスを設定または起動するための指示
よりも前に置く必要があります。

3. Communications Express設定ウィザードを実行するための指示を追加します。こ
の指示の下に、インスタンスを設定するためのキー値をリストします。表 3–11を
参考にして設定値を選択します。

4. 各Web ServerまたはApplication Serverインスタンスの下に、インスタンスを設
定するためのキー値をリストします。これらのコンポーネントに対する設定値の選
択については、89ページの「Web Server」または92ページの「Application
Server」を参照してください。Web ServerまたはApplication Serverをコンピュー
タにインストールする手順がすでに計画に含まれている場合、同じ手順を繰り返す
必要はありません。Communications Express設定ウィザードを実行するとき、
Communications Expressを同じWebコンテナインスタンスに配備できます。

5. 各コンピュータに対し、Communications Expressインスタンスを起動して検証す
るための指示を追加します。

6. インスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を検証するための指示
を追加します。
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Portal Server
Portal Serverのインスタンスを配備するコンピュータシステムの配備アーキテク
チャーを調査します。

Portal Serverは、ポータルデスクトップを通じてアクセスされるポータルサービスを
提供します。

� Java ESのメッセージングサービスおよびカレンダサービスを使用するソリュー
ションの一部としてポータルサービスが提供される場合、Portal Serverは、
Messaging Serverおよび Calendar Serverがユーザーおよびグループデータに対し
て使用するのと同じ LDAPブランチを使用し、Portal Serverは、Messaging
Serverおよび Calendar Serverのすべての依存性を共有します。これらの依存性
は、Messaging Serverと Calendar Serverをインストールして設定することで満た
されます。ポータルサービスをメッセージングサービスおよびカレンダサービスと
結合するソリューションでは、Messaging Serverおよび Calendar Serverよりもあ
とに Portal Serverをインストールするのが適切です。

� メッセージングサービスおよびカレンダサービスなしでポータルサービスを使用す
る場合、Portal Serverはユーザーデータのソースに対するソリューションレベルの
依存性を持ちます。この依存性は、Directory Server、または Directory Serverと
Access Managerの組み合わせによって満たされます。

Portal ServerはWebコンテナに対するローカル依存性があります。Web Server、
Application Server、および複数のサードパーティー製Webコンテナを使用できま
す。Portal Serverは、Access ManagerまたはAccess Manager SDKに対するローカル
依存性も持ちます。通常、分散ソリューションにおいて、配備アーキテクチャーでは
Access Manager SDKのローカルコピーを指定します。この SDKは、Access
Managerのリモートインスタンスとの対話をサポートします。

注 –配備アーキテクチャーで Portal ServerとAccess Managerを別々のコンピュータ
に配置する場合、いくつかの考慮事項が適用されます。詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「リモートのAccess
Managerを使用する Portal Serverの例」を参照してください。

Portal Serverの基本インストール手順
Portal Serverをインストールして設定するための基本手順は次のとおりです。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Portal Serverをインストールします。

a. Portal Serverをインストールするとき、Portal Serverを実行するWebコンテナ
を指定する必要があります。

b. Portal Serverをインストールするとき、ユーザーおよびグループデータのリポ
ジトリ (通常は Directory Serverインスタンス、URLで指定)を指定する必要が
あります。
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c. Portal Serverをインストールするとき、Access Manager SDKのコピー、また
はAccess Managerのローカルコピーのどちらかをインストールする必要もあ
ります。

2. Portal Serverのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

3. ソリューションでシングルサインオンを使用する場合、シングルサインオン用に
Portal Serverを設定します。

4. ソリューションでポータルデスクトップ上にメッセージングデータおよびカレンダ
データを表示する場合、特定のMessaging Serverおよび Calendar Serverインス
タンスと相互動作するようにポータルチャネルを設定します。

5. ソリューションで Portal Serverインスタンスに対して負荷分散を使用する場合、
ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Portal Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Portal Serverインスタンスに対して、ソリューション
内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を入力す
る必要があります。特に、Portal Serverは、ユーザーデータを検索するために
Directory Serverと相互動作するように設定されます。ほとんどのソリューション
で、Portal Serverは、シングルサインオンによる認証および承認サービスのために
Access Managerと相互動作するように、また、ポータルデスクトップ上に表示される
メッセージングデータおよびカレンダデータのソースとしてMessaging Serverおよび
Calendar Serverと相互動作するように設定されます。表 3–12を参考にして設定値を
選択します。

表 3–12 Portal Serverインスタンス用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「Webコンテナ」 ソリューションで Portal Server用に使用する
Webコンテナを選択します。

ヒント –ソリューションでサードパーティー製
Webコンテナのいずれかを使用する場合、
Java ESインストーラを実行する前にそのコン
テナをインストール、設定、および実行する
必要があります。

「インストールディレクトリ」、「サーバー
インスタンス」、「サーバーインスタンス
ポート」、「セキュリティー保護されたサー
バーインスタンスポート」

Portal ServerをWeb Serverとともにインス
トールしている場合、これらのフィールドを
使ってWeb Serverのインストール情報を指定
します。

Web Serverがすでにインストールされている
コンピュータに Portal Serverをインストール
している場合、これらのフィールドを使って
既存のWeb Serverインスタンスを指定しま
す。
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表 3–12 Portal Serverインスタンス用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「インストールディレクトリ」、「ドメイン
名」、「サーバーインスタンスディレクト
リ」、「サーバーインスタンスポート」、
「ドキュメントルートディレクトリ」、「管
理ポート」、「管理者ユーザー ID」、「管理
者パスワード」、「セキュリティー保護され
たサーバーインスタンスポート」、「セ
キュリティー保護された管理サーバーポー
ト」

Portal ServerをApplication Serverとともに
インストールしている場合、これらのフィー
ルドを使ってApplication Serverのインス
トール情報を指定します。

Application Serverがすでにインストールされ
ているコンピュータに Portal Serverをインス
トールしている場合、これらのフィールドを
使って既存のApplication Serverインスタン
スを指定します。

「ホームディレクトリ」、「製品インストー
ルディレクトリ」、「ユーザーのプロジェク
トのディレクトリ」、「製品の JDKディレク
トリ」、「サーバー/クラスタドメイン」、
「サーバー/クラスタインスタンス」、「サー
バー/クラスタポート」、「サーバー/クラス
タプロトコル」、「ドキュメントルート
ディレクトリ」、「管理者ユーザー ID」、
「管理者パスワード」、「管理対象サー
バー」

これらのフィールドを使って、インストール
されておりコンピュータ上で動作している
BEA WebLogicインスタンスを指定します。

「インストールディレクトリ」、「仮想ホス
ト」、「セル」、「ノード」、「サーバーイ
ンスタンス」、「サーバーインスタンスポー
ト」、「ドキュメントルートディレクト
リ」、「Javaホームディレクトリ」、「セ
キュリティー保護されたサーバーインスタン
ス」

これらのフィールドを使って、インストール
されておりコンピュータ上で動作している
IBM WebSphereインスタンスを指定します。

「複数の Portal Serverを制御するロードバラ
ンサ」、「ロードバランサプロトコル」、
「ロードバランサホスト」、「ロードバラン
サポート」

ポータルサービスの負荷分散をソリュー
ションで使用する場合、これらのフィールド
を使って、ロードバランサとの相互動作のた
めに Portal Serverインスタンスを設定しま
す。

「配備 URI」 ポータルサービスへのアクセスに使用される
URIパスを指定します。

「サンプルポータルのインストール」 インストーラで、サンプルのポータルデスク
トップをインストールするかどうかを指定し
ます。サンプルのデスクトップは Portal
Serverの検証に役立ちます。

Portal Server用の手順をインストール計画に追加する
Portal Serverのインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行しま
す。
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1. Portal Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサが正しく機能し
ていることを Java ESソフトウェアのインストール前に検証する指示をインストー
ル計画に追加します。

2. 次に、Portal Serverインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリスト
します。

a. Portal ServerはWebコンテナに対するローカル依存性があります。Portal
Serverのインスタンスを実行する各コンピュータでは、指定されたWebコンテ
ナのインスタンスも実行する必要があります。配備アーキテクチャーには、ソ
リューションで使用しているWebコンテナの種類が含まれます。

b. 各コンピュータに対して、Java ESインストーラを実行して Portal Serverを選
択するための指示を追加します。WebコンテナとしてWeb Serverまたは
Application Serverを使用している場合、Webコンテナを選択するための指示
も追加します。インストーラは、選択されたWebコンテナに Portal Serverを
自動的に配備することができます。Access Manager SDKまたはAccess
Managerのどちらかを選択するための指示を追加します。

c. Portal Serverを実行するコンピュータがすでに計画にリストされている場合
(同じコンピュータ上の別のコンポーネントをインストールするための指示が計
画にすでにある場合)、インストーラの実行時に Portal Serverを選択するため
の指示を追加するだけです。Portal Serverをほかのコンポーネントと同時にイ
ンストールして同じWebコンテナに配備できますが、計画では、Directory
Server、Access Manager、Messaging Server、または Calendar Serverインス
タンスを設定、起動、および検証するための指示を、Portal Serverインスタン
スを設定または起動するための指示よりも前に置く必要があります。

3. 各 Portal Serverインスタンスの下に、インスタンスを設定するためのキー値をリ
ストします。表 3–12を参考にして設定値を選択します。

4. 各Web ServerまたはApplication Serverインスタンスの下に、インスタンスを設
定するためのキー値をリストします。これらのコンポーネントに対する設定値の選
択については、89ページの「Web Server」または92ページの「Application
Server」を参照してください。Web ServerまたはApplication Serverをコンピュー
タにインストールする手順がすでに計画に含まれている場合、同じ手順を繰り返す
必要はありません。同じWebコンテナインスタンスを指定し、Portal Serverを同
じWebコンテナインスタンスに配備することができます。

5. Portal Serverをサポートするサードパーティー製Webコンテナのいずれかをソ
リューションで使用する場合、Portal ServerインスタンスはそのWebコンテナの
配備ツールを使って配備されます。それぞれの Portal Serverインスタンスを配備
するための指示を計画に追加します。

6. 各コンピュータに対し、Portal Serverインスタンスを起動して検証するための指示
を追加します。インスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を検証
するための指示を追加します。

Portal Server Secure Remote Access
Portal Server Secure Remote Accessは、ポータルメカニズムを通じた、内部リソース
への制御されたアクセスを提供します。
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Portal Server Secure Remote Accessは、Portal Serverに対する、またAccess
Managerの認証と承認に対するソリューションレベルの依存性を持ちます。

両方の依存性はローカル依存性でもあります。Portal Server Secure Remote Access
は、セキュリティー保護されたリモートアクセスを通じてアクセスされるリソースを
供給する Portal Serverインスタンスと同じコンピュータ上にインストールする必要が
あります。Portal Server Secure Remote Accessは、Access Managerサービスへの
ローカルアクセス権を持つ必要もあります。分散ソリューションでは、これは一般
に、Access Manager SDKのローカルコピーをインストールすることによって実現さ
れます。この SDKにより、Portal Server Secure Remote AccessはAccess Managerの
リモートインスタンスと対話できます。

Portal Server Secure Remote Accessの基本インストール手
順
Portal Server Secure Remote Accessをインストールおよび設定するための基本手順は
次のとおりです。

1. 配備アーキテクチャーで指定されたコンピュータに Portal Server Secure Remote
Accessをインストールし、設定します。Portal Server Secure Remote Accessに
よって制御されるリソースを提供する Portal Serverインスタンスは同じコン
ピュータ上にインストールされます。

2. すべての Portal Server Secure Remote Accessインスタンスを起動し、検証しま
す。

Portal Server Secure Remote Access用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのMessaging Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。設定値の選択の詳細については、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールリファレンス』の「Portal Server Secure Remote Access
の設定情報」を参照してください。

Portal Server Secure Remote Access用の手順をインストー
ル計画に追加する
Portal Server Secure Remote Accessのインストールおよび設定指示を追加するには、
次のことを実行します。

1. Portal Server Secure Remote Accessインスタンスを配備するすべてのコンピュー
タを計画にリストします。各コンピュータに対し、インストールされるコンポーネ
ントのリストに Portal Server Secure Remote Accessを追加します。

2. Portal Server Secure Remote Accessの見出しの下に、次のものを含めて、Java ES
インストーラを実行するための指示を追加します。
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a. Portal Server Secure Remote Accessの選択。
b. インスタンスを選択するためのキー値のリスト。

3. Portal Server Secure Remote Accessインスタンスを起動し、検証するための指示
を追加します。

4. Portal Serverインスタンスの負荷分散に Portal Server Secure Remote Accessイン
スタンスが使用される場合、負荷分散機能を検証するための指示を追加します。

Instant Messaging
Instant Messagingのインスタンスを配備するコンピュータシステムの配備アーキテク
チャーを調査します。

Instant Messagingは、インスタントメッセージングサービスをエンドユーザーに提供
します。

� Java ESのメッセージングサービスおよびカレンダサービスを利用するソリュー
ションの一部としてインスタントメッセージングサービスが提供される場合、
Instant Messagingは、Messaging Serverおよび Calendar Serverと同じ LDAP組
織からユーザーデータを検索します。このタイプのソリューションでは、Instant
MessagingはMessaging Serverおよび Calendar Serverのすべての依存性を共有
します。これらの依存性は、Messaging Serverと Calendar Serverをインストール
して設定することで満たされます。このタイプのソリューションでは、Messaging
Serverおよび Calendar Serverよりもあとに Instant Messagingをインストールす
るのが適切です。

� メッセージングサービスおよびカレンダサービスなしでインスタントメッセージン
グサービスが提供される場合、Instant Messagingは、ユーザーデータのソースに
対するソリューションレベルの依存性を持ちます。この依存性は、Directory
Server、または Directory ServerとAccess Managerの組み合わせによって満たさ
れます。

Instant Messagingのクライアントリソースサブコンポーネントは、Webコンテナに
対するローカル依存性があります。Web ServerまたはApplication Serverを使用でき
ます。ソリューションで Instant Messagingのサブコンポーネントを分散配備する場
合、クライアントリソースと同じコンピュータにWebコンテナをインストールする必
要があります。

ソリューションでAccess Managerシングルサインオンを使用する場合、Instant
MessagingはAccess Managerに対する依存性も持ちます。この依存性は、ローカル
のAccess ManagerまたはAccess Manager SDKによって満たすことができます。分
散ソリューションでは通常、配備アーキテクチャーでAccess Manager SDKのローカ
ルコピーを指定します。この SDKはAccess Managerのリモートインスタンスとの対
話をサポートします。

Instant Messagingの基本インストール手順
Instant Messagingをインストールして設定するための基本手順は次のとおりです。
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1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Instant Messagingをインストールします。

a. Instant Messagingをインストールするとき、Instant Messagingを実行する
Webコンテナをインストールすることによって、または、コンピュータにすで
にインストールされているWebコンテナを指定することによって、Webコン
テナの依存性を満たします。

b. ソリューションでAccess Managerシングルサインオンを使用する場合、
Access Manager SDKのコピー、またはAccess Managerのローカルコピーのど
ちらかをインストールすることによって、Access Managerの依存性を満たしま
す。

2. Instant Messagingの設定ウィザードを実行します。Instant Messagingを設定する
とき、ユーザーおよびグループデータのリポジトリ (通常は Directory Serverイン
スタンス、URLで指定)を指定する必要があります。

3. Instant Messagingのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

4. ソリューションで Instant Messagingインスタンスに対して負荷分散を使用する場
合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Instant Messaging用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Instant Messagingインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。表 3–13を参考にして設定値を選択します。各設定値の詳
細については、『Sun Java System Instant Messaging 7 2005Q1 Administration
Guide』の第 1章「Configuring Instant Messaging after Installation」を参照してくだ
さい。

表 3–13 Instant Messaging用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「Sun Java System Instant Messaging
Server」、「Sun Java System Instant
Messaging Resources」、「Sun Java System
Access Manager Instant Messaging Service」

配備アーキテクチャーで指定されたサブコン
ポーネントを選択します。詳細については、
17ページの「配備アーキテクチャーの分析」
and 37ページの「分散サブコンポーネント」
を参照してください。

「ランタイムユーザー ID」、「実行時グルー
プ」、「HTTPポート」、「ドキュメント
ルートディレクトリ」

これらのフィールドを使って、その内部で
Instant Messagingクライアントリソースを実
行するWeb Serverインスタンスを指定しま
す。

「SSO用に Identity serverの情報を使用する
か ?」および「ポリシーの格納に Identity
Serverを使用するか ?」

これらのフィールドを使って、Instant
MessagingとAccess Managerの対話形態を指
定します。
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表 3–13 Instant Messaging用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「ドメイン名」、「IMサーバーポート」、
「マルチプレクサポート」、「サーバーを無
効化」、「リモート IMサーバーのホスト名」

ドメイン名は、ソリューションで使用してい
るメールドメインです。これは、Messaging
Serverの設定時に確立されたドメイン名で
す。詳細については、表 3–9を参照してくださ
い。

「LDAPホスト名」、「LDAPポート番
号」、「ベース DN」、「バインド DN」、
「バインドパスワード」

ユーザーおよびグループデータ用に使用され
る Directory Serverインスタンスを指定しま
す。「バインド DN」と「バインドパスワー
ド」は、ディレクトリマネージャーのアカウ
ントとパスワードです。「ベース DN」は、
Instant Messagingユーザーデータ用の LDAP
組織です。ソリューションにMessaging
Serverも含まれる場合、「ベース DN」は
Messaging Server設定によって作成された電
子メールドメイン LDAP組織です。詳細につ
いては、表 3–9を参照してください。

ソリューションで Directory Serverインスタン
スの負荷分散を使用する場合、負荷分散され
るディレクトリサービスの論理 URLを入力し
ます。

「SMTPサーバー」 Messaging Serverを実行しているコンピュー
タを指定します。Messaging Serverインスタ
ンスの負荷分散またはクラスタリングをソ
リューションで使用する場合、負荷分散され
るメッセージングサービスの論理 URLを使用
します。

「Instant Messengerリソースのコードベー
ス」

ユーザーが Instant Messengerクライアントリ
ソースをダウンロードする場所を指定しま
す。

「既存ユーザーへの IMサービスの割り当て」

Instant Messaging用の手順をインストール計画に追加す
る
Instant Messaging用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行
します。

1. Instant Messagingインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサが正しく
機能していることを Java ESソフトウェアのインストール前に確認するための指示
をインストール計画に追加します。

2. 次に、Instant Messagingインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画に
リストします。
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a. Instant Messagingクライアントリソースサブコンポーネントは、Webコンテナ
へのローカル依存性があります。このサブコンポーネントを実行する各コン
ピュータは、指定されたWebコンテナのインスタンスも実行する必要がありま
す。ソリューションがどのWebコンテナを使用しているかは、通常、配備アー
キテクチャーに示されています。

b. 各コンピュータに対して、Java ESインストーラを選択して Instant Messaging
を選択するための指示を追加します。Web ServerまたはApplication Serverの
どちらかをWebコンテナとして選択するための指示を追加します。Access
Manager SDKまたはAccess Managerのどちらかを選択するための指示を追加
します。

c. Instant Messagingを実行するコンピュータがすでに計画内でリストされている
場合 (同じコンピュータ上の別のコンポーネントをインストールするための指
示が計画にすでにある場合)、インストーラの実行時に Instant Messagingを選
択するための指示を追加するだけです。Instant Messagingをほかのコンポーネ
ントと同時にインストールして同じWebコンテナに配備できますが、計画で
は、Directory Server、Access Manager、Messaging Server、または Calendar
Serverインスタンスを設定、起動、および検証するための指示を、Instant
Messagingインスタンスを設定または起動するための指示よりも前に置く必要
があります。

3. Instant Messaging設定ユーティリティーを実行するための指示を追加します。こ
の指示の下に、インスタンスを設定するためのキー値をリストします。表 3–13を
参考にして設定値を選択します。

4. 各Web ServerまたはApplication Serverインスタンスの下に、インスタンスを設
定するためのキー値をリストします。これらのコンポーネントに対する設定値の選
択については、89ページの「Web Server」または92ページの「Application
Server」を参照してください。Web ServerまたはApplication Serverをコンピュー
タにインストールする手順がすでに計画に含まれている場合、同じ手順を繰り返す
必要はありません。Instant Messaging設定ウィザードを実行するとき、Instant
Messagingを同じWebコンテナインスタンスに配備できます。

5. 各コンピュータに対し、Instant Messagingインスタンスを起動して検証するため
の指示を追加します。

6. Instant Messagingインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を
検証する指示を追加します。

Delegated Administrator
Delegated Administratorは、LDAPディレクトリ内のユーザーデータに対して作用す
ることによって、ユーザー管理サービスを提供します。

Delegated Administratorは、電子メールドメインを表す LDAPディレクトリツリー
ブランチに対して作用します。Delegated Administratorは、すべてのコンポーネント
インスタンスが、ユーザーおよびグループデータ用に同じ LDAPツリーブランチを共
有するときのソリューション向けに設計されています。LDAPブランチはMessaging
Serverの設定ウィザードによって作成されます。このタイプのソリューションでは、
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Messaging Server自体は Directory Preparation Tool、Access Manager、および
Directory Serverへのソリューションレベルの依存性を持ちます。したがって、
Delegated Administratorのインストールと設定は、Directory Server、Administration
Server、Messaging Server、および Calendar Serverがインストール、設定、および検
証されたあとで行うのが適切です。

Delegated Administratorは、Webコンテナに対する、また、Access Managerまたは
Access Manager SDKのどちらかに対するローカル依存性があります。通常、分散ソ
リューションにおいて、配備アーキテクチャはAccess Manager SDKのローカルコ
ピーを指定します。これは、Access Managerのリモートインスタンスとの対話をサ
ポートします。

Delegated Administratorの基本インストール手順
Delegated Administratorをインストールして設定するための基本手順は次のとおりで
す。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Delegated Administratorをインストールします。

a. Delegated Administratorをインストールするとき、その内部で Delegated
Administratorを実行するWebコンテナもインストールします。

b. Delegated Administratorをインストールするときは、Access Manager SDKの
コピー、またはAccess Managerのローカルコピーのどちらかをインストール
する必要もあります。

2. Delegated Administratorの設定ウィザードを実行します。Instant Messagingを設
定するとき、ユーザーおよびグループデータのリポジトリ (通常は Directory
Serverインスタンス、URLで指定)を指定する必要があります。

3. Delegated Administratorのすべてのインスタンスを起動し、検証します。

4. ソリューションで Delegated Administratorインスタンスに対して負荷分散を使用
する場合、ロードバランサが正しく機能していることを検証します。

Delegated Administrator用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Delegated Administratorインスタンスに対して、ソ
リューション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定す
る値を入力する必要があります。たとえば、Delegated Administratorは LDAP
ディレクトリエントリを管理します。したがって、ユーザーおよびグループデータを
保存する Directory Serverインスタンスにログインするように Delegated
Administratorを選択する必要があります。表 3–14を参考にして設定値を選択しま
す。
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表 3–14 Delegated Administratorインスタンス用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「Delegated Administratorユーティリ
ティー」、「Delegated Administratorコン
ソール」、「Delegated Administratorサー
バー」

配備アーキテクチャーで指定されたサブコン
ポーネントを指定します。詳細については、
17ページの「配備アーキテクチャーの分析」
および 37ページの「分散サブコンポーネン
ト」を参照してください。

「ホスト名」および「ポート」 これらのフィールドを使って、ソリュー
ションで使用されるAccess Managerインスタ
ンスを指定します。「ホスト名」は、Access
Managerを実行しているコンピュータの完全
修飾ドメイン名です。「ポート」は、Access
Managerが接続を待機するポートです。この
ポートはAccess Managerの設定時に割り当て
られたものです。詳細については、表 3–8を参
照してください。

「デフォルトドメイン」 Messaging Serverの設定によって定義される
デフォルトの電子メールドメインを指定しま
す。これは、Delegated Administratorに
よって管理されるユーザーデータのデフォル
ト電子メールドメインとして指定されます。
詳細については、表 3–9を参照してくださ
い。

「デフォルト SSLポート」 Delegated Administratorが接続要求を待機す
るポートを割り当てます。

「Webコンテナ」:「Web Server」、「App
Server 7.x」、「App Server 8.x」

ソリューションで使用されるWebコンテナを
選択します。

「サーバーのルートディレクトリ」、「サー
バーインスタンスの識別子」、「仮想サー
バーの識別子」、「HTTPポート」

Delegated AdministratorをWeb Serverとと
もにインストールしている場合、これらの
フィールドを使ってWeb Serverのインストー
ル情報を指定します。

Web Serverがすでにインストールされている
コンピュータに Delegated Administratorをイ
ンストールしている場合、これらのフィール
ドを使って既存のWeb Serverインスタンスを
指定します。
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表 3–14 Delegated Administratorインスタンス用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

Delegated AdministratorをApplication
Serverとともにインストールしている場合、
これらのフィールドを使ってApplication
Serverのインストール情報を指定します。

Application Serverがすでにインストールされ
ているコンピュータに Delegated
Administratorをインストールしている場合、
これらのフィールドを使って既存の
Application Serverインスタンスを指定しま
す。

「ドメイン区切り文字」

「Access Managerベースディレクトリ」 ソリューションで使用するAccess Managerが
インストールされるディレクトリを指定しま
す。これは、設定プロセスで以前に指定した
リモートコンピュータ上のディレクトリにす
ることができます。Access Managerが負荷分
散される場合はどうでしょうか。

「LDAP URL」、「バインド名」、「パス
ワード」

これらのフィールドを使って、ソリュー
ションで使用される Directory Serverインスタ
ンスを指定します。「LDAP URL」は
http://directory_hostname:directory_portの
形式です。directory_hostnameは Directory
Serverを実行しているコンピュータを指定し
ます。directory_portは、Directory Serverイ
ンスタンスの設定時に接続要求に対して割り
当てられたポートです。「バインド名」
と「パスワード」は、ディレクトリマネー
ジャーのアカウントとパスワードです。詳細
については、表 3–5を参照してください。

「Access Manager最上位管理者」:「ユー
ザー名」および「パスワード」

ソリューションで使用するAccess Managerイ
ンスタンスの最上位管理者のアカウントを使
用します。「ユーザー名」は常に amadmin
で、「パスワード」はAccess Managerの設定
時に割り当てられたものです。詳細について
は、表 3–8を参照してください。

「Access Manager内部 LDAP認証パスワー
ド」:「ユーザー名」および「パスワード」

ソリューションで使用するAccess Managerイ
ンスタンスの LDAPユーザーアカウントを使
用します。「ユーザー名」は常に amldapuser
です。「パスワード」はAccess Managerの設
定時に割り当てられたものです。詳細につい
ては、表 3–8を参照してください。
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表 3–14 Delegated Administratorインスタンス用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「組織 DNを入力」 ソリューションでユーザーおよびグループ
データ用に使用している LDAP組織 (ディレ
クトリツリーブランチ)を指定します。これ
は、Messaging Serverの設定によって作成さ
れた組織です。詳細については、表 3–9を参
照してください。ソリューション内のコン
ポーネントは、認証と承認のためにこの
LDAP組織からユーザーデータを検索しま
す。同じ LDAP組織内のユーザーおよびグ
ループデータを管理するために Delegated
Administratorが使用されます。

「デフォルト組織の最上位管理者」:「ユー
ザー名」および「パスワード」

Delegated Administratorの特権付き管理者ア
カウントを指定します。このアカウントで
Delegated Administratorにログインする管理
者は無制限の特権を持ち、下位の管理者アカ
ウントの作成などを実行できます。

「サンプルサービスパッケージを読み込み」
および「サンプル組織を読み込む」

これらのオプションを選択すると、設定
ウィザードはサンプルのサービスパッケージ
および組織をディレクトリに追加します。こ
れらのサンプルは、独自のパッケージや組織
を作成するための参考として使用できます。

Delegated Administrator用の手順をインストール計画に
追加する
Delegated Administrator用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のこと
を実行します。

1. Delegated Administratorインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサが
正しく機能していることを Java ESソフトウェアがインストールされる前に確認す
るための指示をインストール計画に追加します。

2. 次に、Delegated Administratorインスタンスを配備するすべてのコンピュータを
計画にリストします。

a. Delegated AdministratorはWebコンテナへのローカル依存性があります。
Delegated Administratorのインスタンスを実行する各コンピュータは、指定さ
れたWebコンテナのインスタンスも実行する必要があります。ソリューション
がどのWebコンテナを使用しているかは、通常、配備アーキテクチャーに示さ
れています。

b. それぞれのコンピュータに対して、Java ESインストーラを実行して Delegated
Administratorを選択するための指示を追加します。Web Serverまたは
Application ServerのどちらかをWebコンテナとして選択するための指示を追
加します。Access Manager SDKまたはAccess Managerのどちらかを選択する
ための指示を追加します。
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c. Delegated Administratorを実行するコンピュータがすでに計画内でリストされ
ている場合 (同じコンピュータ上の別のコンポーネントをインストールするた
めの指示が計画にすでにある場合)、インストーラの実行時に Delegated
Administratorを選択するための指示を追加するだけです。Delegated
Administratorをほかのコンポーネントと同時にインストールして同じWebコ
ンテナに配備できますが、計画では、Directory Server、Access Manager、
Messaging Server、または Calendar Serverインスタンスを設定、起動、および
検証するための指示を、Delegated Administratorインスタンスを設定または起
動するための指示よりも前に置く必要があります。

3. Delegated Administrator設定ウィザードを実行するための指示を追加します。こ
の指示の下に、インスタンスを設定するためのキー値をリストします。表 3–14を
参考にして設定値を選択します。

4. 各Web ServerまたはApplication Serverインスタンスの下に、インスタンスを設
定するためのキー値をリストします。これらのコンポーネントに対する設定値の選
択については、89ページの「Web Server」または92ページの「Application
Server」を参照してください。Web ServerまたはApplication Serverをコンピュー
タにインストールする手順がすでに計画に含まれている場合、同じ手順を繰り返す
必要はありません。Delegated Administratorの設定ウィザードを実行するとき、
Delegated Administratorを同じWebコンテナインスタンスに配備できます。

5. 各コンピュータに対し、Delegated Administratorインスタンスを起動して検証す
るための指示を追加します。

6. Delegated Administratorインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの
動作を検証するための指示を追加します。

Service Registry
Service RegistryはWebサービスの UDDIレジストリを管理します。

Service RegistryはApplication Serverに対するローカル依存性があります。

Service Registryは、インストーラが「今すぐ設定」モードで実行されているときで
も、インストーラによる設定はできません。

Service Registryの基本インストール手順
Service Registryをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりです。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Service Registryをインストールします。Service Registry
はApplication Serverへのローカル依存性があります。Service Registryのインス
タンスを実行する各コンピュータは、Application Serverのインスタンスも実行す
る必要があります。

2. Service Registry設定スクリプトを実行します。
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Service Registryのインストール手順を計画に追加する
Service Registry用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行し
ます。

1. Service Registryインスタンスを配備するすべてのコンピュータを計画にリストし
ます。

2. Application Serverを選択するための指示を追加します。

ヒント – Application Serverの設定は「今すぐ設定」モードで行うほうが効率的な
場合があります。「今すぐ設定」モードでは Service Registryを設定しません。

3. Service Registryのビルドスクリプトおよび設定スクリプトを実行するための指示
を追加します。デフォルトの設定値を変更するには、設定スクリプトを実行する前
に install.propertiesファイルを編集します。インストールプロパティーの
詳細については、『Service Registry 3 2005Q4 Administration Guide』の第 1
章「Configuring and Setting Up Service Registry」を参照してください。

Web Server
Web Serverは主に、ほかの Java ESコンポーネントに対してWebコンテナサービス
を提供するために使用されます。ソリューションでWebコンテナサポートのための
Web Serverを使用する場合、サポート対象のコンポーネントのインスタンスを実行す
る各コンピュータにWeb Serverのインスタンスをインストールする必要がありま
す。

たとえば、ソリューションでWeb Serverを使用して Communications Expressに
Webコンテナサポートを提供する場合、Communications Expressのインスタンスが
配備されるすべてのコンピュータにWeb Serverのインスタンスもインストールされ
ます。Communications Expressのすべてのインスタンスは、同じコンピュータ上の
Web Serverのインスタンスに配備されます。

Java ESインストーラは、Access Managerなどの一部のコンポーネントについて、イ
ンストールと配備の両方を実行できます。Communications Expressなどのそのほか
のコンポーネントについては、インストールに続いて別個の設定ステップを実行しま
す。これらのコンポーネントについては、設定ウィザードによってインスタンスが作
成され、配備されます。各コンポーネントに必要な設定については、個別のコンポー
ネントに関する節で説明します。

複数の異なるコンポーネントのインスタンスをWeb Serverの 1つのインスタンスに
配備できます。たとえば、ソリューションにおいて 1台のコンピュータ上でAccess
Managerと Portal Serverを実行する場合、両方のコンポーネントを同じWeb Server
インスタンスに配備できます。

Web Serverにはシステムレベルの依存性はありません。
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Web Serverにはいくつかのローカル依存性があります。Web Serverのインスタンス
は常に、Message Queueのローカルインスタンスを必要とします。ソリューションで
Web Serverを使用してWeb Serverの複数のインスタンスを負荷分散する場合、Web
Serverインスタンスはローカルにインストールする必要があります。また、ソリュー
ションで High Availability Session Store機能を使用する場合、このコンポーネントの
インスタンスはローカルにインストールする必要があります。

Web Serverの基本インストール手順
Web Serverをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりです。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたコンピュー
タシステムにWeb Serverをインストールし、設定します。Web Serverをインス
トールするとき、設定値を指定します。一部のケース (Access Managerおよび
Portal Server)では、サポート対象のコンポーネントに対する設定値も指定し、サ
ポート対象のコンポーネントはWeb Serverインスタンスに配備されます。そのほ
かのケースでは、サポート対象コンポーネントの設定ウィザードを個別に実行し
て、インスタンスを作成および配備します。

2. すべてのWeb Serverインスタンスを起動し、検証します。

3. サポート対象コンポーネントが正しく動作していることを検証します。

4. ソリューションで負荷分散を使用する場合、負荷分散がコンポーネントインスタン
ス間で要求を正しくルーティングしていることを検証します。

Web Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのWeb Serverインスタンスに対して、ソリューション
内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を入力す
る必要があります。表 3–15を参考にして設定値を選択します。

表 3–15 Web Server用の主な設定値

入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「管理者のユーザー ID」および「管理者パス
ワード」

これらのフィールドを使って、Web Serverイ
ンスタンスの管理者アカウントを作成しま
す。

「Web Serverホスト」 Web Serverがインストールされるコンピュー
タの完全修飾ドメイン名。この値は、インス
トールによって作成されるWeb Serverインス
タンスの名前として使用されます。

「管理ポート」および「管理実行時ユーザー
ID」

Web Serverの管理サーバーが接続を待機する
ポート。Web Serverの管理サーバープロセス
は実行時ユーザー IDのもとで動作します。
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表 3–15 Web Server用の主な設定値 (続き)
入力フィールド ソリューションに対する値の選択

「ランタイムユーザー ID」および「実行時グ
ループ」

Web Serverインスタンスがそのもとで動作す
るユーザー IDとグループ。

Web ServerをAccess Managerまたは Portal
Server用のコンテナとしてインストールする
ときは、これらの値を rootおよび otherに設
定します。

Web Serverをそのほかのコンポーネント用の
コンテナとしてインストールするときは、root
以外のユーザーを使用します。

「HTTPポート」 Web Serverが接続を待機するポート。

「ドキュメントルートディレクトリ」 配備されたドキュメントが保存されるディレ
クトリ。

代替ディレクトリがすでに存在する場合を除
き、デフォルトディレクトリから別のディレ
クトリに切り替えることはできません。イン
ストーラでは、代替ディレクトリは自動的に
は作成されません。

「システム再起動時に自動的にWeb Serverを
起動」

この項目を選択して、コンピュータの最起動
時に自動的に再起動するようにWeb Serverを
設定します。ただし、

Web ServerがAccess Manager用のコンテナ
として動作するときはこの値は無視されるこ
とに注意してください。Access Managerの起
動スクリプトは優先権を持ち、コンピュータ
の最起動時に自動的にWeb Serverを再起動し
ます。

Web Serverのインストール手順を計画に追加する
Web Serverへのローカル依存性があるすべての箇所にこれらの指示を追加します。分
散ソリューションでは、複数の異なるWebアプリケーションコンポーネントをサポー
トするために、インストール計画でWeb Serverのインストールおよび設定指示を複
数のコンピュータ上で繰り返す場合があります。次に例を示します。

Web Server用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実行しま
す。

1. サポート対象コンポーネントに関する節では、インストーラを実行し、サポート対
象コンポーネントとWeb Serverの両方を選択するための指示をインストール計画
に追加するよう指示しています。

2. 次に、Web Server用の設定値をリストします。表 3–15を参考にして、Web Server
用の設定値を選択します。
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3. インストーラによって設定および配備されるサポート対象コンポーネント (Access
Managerおよび Portal Server)の場合は、次のことを実行します。

a. サポート対象コンポーネント用の設定値を計画に追加します。

b. インストーラを実行し、Web Serverおよびサポート対象コンポーネント用の設
定値を指定するための指示を追加します。

c. Web Serverインスタンスを起動するための指示を追加します。このステップ
で、サポート対象コンポーネントも起動します。

d. サポート対象コンポーネントの節で説明したように、サポート対象コンポーネ
ントが正しく機能していることを確認します。

4. インストーラによって設定および配備されないサポート対象コンポーネント
(Communications Express、Delegated Administrator、Instant Messaging)の場
合、次のことを実行します。

a. インストーラを実行し、Web Serverを選択し、Web Server用の設定値を指定
するための指示を追加します。

b. サポート対象コンポーネント用の設定値をリストするための指示を追加しま
す。

c. サポート対象コンポーネントの設定ウィザードを実行し、サポート対象コン
ポーネント用の設定値を指定するための指示を追加します。

d. Web Serverインスタンスを起動するための指示を追加します。このステップ
で、サポート対象コンポーネントも起動します。

e. サポート対象コンポーネントの節で説明したように、サポート対象コンポーネ
ントが正しく機能していることを確認するための指示を追加します。

5. サポート対象コンポーネントに関する節で説明したように、サポート対象コンポー
ネントのインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの正常動作を検証す
るための指示を追加します。

Application Server
Application Serverは主に、ほかの Java ESコンポーネントに対してWebコンテナ
サービスを提供するために使用されます。ソリューションでWebコンテナサポートの
ためにApplication Serverを使用する場合、サポート対象コンポーネントのインスタ
ンスを実行する各コンピュータにApplication Serverのインスタンスをインストール
する必要があります。

たとえば、ソリューションでApplication Serverを使用して Communications Express
に対してWebコンテナサポートを提供する場合、Communications Expressのインス
タンスがあるすべてのコンピュータはApplication Serverのインスタンスも持ちま
す。Communications Expressのすべてのインスタンスは、同じコンピュータ上の
Application Serverのインスタンスに配備されます。
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Java ESインストーラは、Access Managerなどの一部のコンポーネントについて、イ
ンストールと配備の両方を実行できます。Communications Expressなどのそのほか
のコンポーネントについては、インストールに続いて別個の設定ステップを実行しま
す。これらのコンポーネントについては、設定ウィザードによってインスタンスが作
成され、配備されます。各コンポーネントに必要な設定については、個別のコンポー
ネントに関する節で説明します。

複数の異なるコンポーネントのインスタンスをApplication Serverの 1つのインスタ
ンスに配備できます。たとえば、ソリューションにおいて 1台のコンピュータ上で
Access Managerと Portal Serverを実行する場合、両方のコンポーネントを同じ
Application Serverインスタンスに配備できます。

Application Serverにはシステムレベルの依存性はありません。

Application Serverにはいくつかのローカル依存性があります。Application Serverの
インスタンスは常に、Message Queueのローカルインスタンスを必要とします。ソ
リューションでWeb Serverを使用してApplication Serverの複数のインスタンスを負
荷分散する場合、Web Serverインスタンスはローカルにインストールする必要があり
ます。また、ソリューションで High Availability Session Store機能を使用する場合、
このコンポーネントのインスタンスはローカルにインストールする必要があります。

Application Serverの基本インストール手順
Application Serverをインストールおよび設定するための基本手順は次のとおりで
す。

1. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたコンピュー
タシステムにApplication Serverをインストールし、設定します。Application
Serverをインストールするとき、設定値を指定します。一部のケース (Access
Managerおよび Portal Server)では、サポート対象のコンポーネントに対する設定
値も指定し、サポート対象のコンポーネントはApplication Serverインスタンスに
配備されます。そのほかのケースでは、サポート対象コンポーネントの設定
ウィザードを個別に実行して、インスタンスを作成および配備します。

2. すべてのApplication Serverインスタンスを起動し、検証します。

3. サポート対象コンポーネントが正しく動作していることを検証します。

4. ソリューションで負荷分散を使用する場合、負荷分散によってApplication Server
インスタンス間で要求が正しくルーティングされていることを検証します。

Application Server用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれのApplication Serverインスタンスに対して、ソリュー
ション内のほかのコンポーネントと相互動作するようにインスタンスを設定する値を
入力する必要があります。設定値の選択の詳細については、『Sun Java Enterprise
System 2005Q4インストールリファレンス』の「Application Serverの設定情報」を
参照してください。
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Application Server用の手順をインストール計画に追加す
る
Application Serverをインストールするための手順を、ほかの一部の Java ESコンポー
ネントがWebコンテナサポート用にApplication Serverを使用する任意の場所に挿入
します。

Application Server用のインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを実
行します。

1. サポート対象コンポーネントに関する節では、インストーラを実行し、サポート対
象コンポーネントとApplication Serverの両方を選択するための指示をインストー
ル計画に追加するよう指示しています。

2. Message Queue、High Availability Session Store (ソリューションで使用される場
合)、およびWeb Serverを選択するための指示も追加します。

3. 次に、Application Server用の設定値をリストします。

4. インストーラによって設定および配備されるサポート対象コンポーネント (Access
Managerおよび Portal Server)の場合は、次のことを実行します。

a. サポート対象コンポーネント用の設定値を計画に追加します。

b. インストーラを実行して、Application Server、Application Serverのローカル
依存性、およびサポート対象コンポーネント用の設定値を指定するための指示
を追加します。

c. Application Serverインスタンスを起動するための指示を追加します。このス
テップで、サポート対象コンポーネントも起動します。

d. サポート対象コンポーネントの節で説明したように、サポート対象コンポーネ
ントが正しく機能していることを確認します。

5. インストーラによって設定および配備されないサポート対象コンポーネント
(Communications Express、Delegated Administrator、Instant Messaging)の場
合、次のことを実行します。

a. インストーラを実行し、Application ServerおよびApplication Serverのローカ
ル依存性の設定値を指定するための指示を追加します。

b. サポート対象コンポーネント用の設定値をリストするための指示を追加しま
す。

c. サポート対象コンポーネントの設定ウィザードを実行し、サポート対象コン
ポーネント用の設定値を指定するための指示を追加します。

d. Application Serverインスタンスを起動するための指示を追加します。このス
テップで、サポート対象コンポーネントも起動します。

e. サポート対象コンポーネントの節で説明したように、サポート対象コンポーネ
ントが正しく機能していることを確認します。

6. Application Serverインスタンスが負荷分散される場合、ロードバランサの動作を
検証する指示を追加します。
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Message Queue
Message QueueはApplication Serverのローカル依存性です。Application Serverの
インストール手順の作成時に、Message Queueを選択するための指示を追加します。

Message Queue用の追加の入力値はありません。Message Queueはデフォルトで、
Application Serverと相互動作するように設定されます。

Message Queueはカスタムアプリケーションを使用することもできますが、これにつ
いては本書では扱いません。詳細については、『Sun Java System Message
Queue 3 2005Q4技術の概要』などのMessage Queueマニュアルを参照してくださ
い。

Sun Clusterソフトウェア
ローカル依存性を満たすために Sun Clusterソフトウェアがインストールされます。
ソリューション内の一部のコンポーネントは、サービス品質要件を満たすために Sun
Clusterソフトウェアを使用する場合があります。これらのコンピュータ上では、クラ
スタ内でどう指するコンポーネントがインストールされる前に、Sun Clusterソフト
ウェアをインストール、設定、および検証する必要があります。一般に、Sun Cluster
ソフトウェアは、ソリューションレベルの依存性により、クラスタ内で動作するコン
ポーネントのインストールが指示される場合にインストールされます。

Sun Clusterソフトウェア自体はほかのコンポーネントへの依存性を持たないため、分
散ソリューションのインストールおよび設定中いつでもインストールおよび設定でき
ます。

Sun Clusterソフトウェアの基本インストール手順
Sun Clusterソフトウェアをインストールして設定するための基本手順は次のとおりで
す。

1. Sun Clusterソフトウェアのインストールを試みる前に、共有外部記憶が接続さ
れ、設定済みであることを確認します。これは通常、ネットワーク接続仕様の実装
の一部として行われます。詳細については、20ページの「ネットワーク接続仕様
の作成」を参照してください。

2. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Sun Clusterコアソフトウェアをインストールします。この
時点では、クラスタ内で動作するコンポーネントをインストールしないでくださ
い。

3. Sun Cluster設定ユーティリティーを実行するなどして、コンピュータを設定しま
す。

4. Java ESインストーラを実行 (2回目)して、クラスタ内で動作するコンポーネント
をインストールします。ここでインストールするのは通常、Messaging Serverま
たは Calendar Server、あるいはその両方です。これらのコンポーネントは、クラ
スタ内のコンピュータにのみインストールしてください。
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5. Directory Preparation Toolを実行して、シングルサインオン用の設定など、コン
ポーネントインスタンスの設定を行います。

6. コンポーネントインスタンスを実行します。

7. Java ESインストーラを実行します (3回目)。Sun Cluster Agent for Messaging
Serverまたは Sun Cluster Agent for Calendar Server、あるいはその両方をインス
トールします。

8. それぞれのエージェントを使用してコンポーネントリソースを設定し、リソースを
リソースグループに追加し、リソースを有効化します。

9. リソースのフェイルオーバー能力をテストします。

Sun Cluster用の設定値の選択
ソリューション内のそれぞれの Sun Clusterインスタンスに対して、クラスタ内のほ
かのコンピュータと相互動作するようにインスタンスを設定する値を入力する必要が
あります。設定値の選択の詳細については、『Sun Cluster Software Installation
Guide for Solaris OS』の第 2章「Installing and Configuring Sun Cluster Software」
を参照してください。

Sun Clusterのインストール指示を計画に追加する

注 – Sun Clusterソフトウェアのインストールの詳細については、『Sun Java
Enterprise System 2005Q4インストールガイド(UNIX版)』の「Sun Clusterソフト
ウェアの例」を参照してください。

Sun Clusterソフトウェアのインストールおよび設定指示を追加するには、次のことを
実行します。

1. Sun Clusterソフトウェアのインストールを試みる前に、共有外部記憶が接続さ
れ、設定済みであることを確認します。これは通常、ネットワーク接続仕様の実装
の一部として行われます。詳細については、20ページの「ネットワーク接続仕様
の作成」を参照してください。

2. Java ESインストーラを使用して、配備アーキテクチャーで指定されたすべてのコ
ンピュータシステムに Sun Cluster Coreをインストールします。この時点では、
クラスタ内で動作するコンポーネントをインストールしないでください。

3. Sun Cluster設定用にコンピュータを準備します。これには、共有記憶へのファイ
ルシステムの追加、マウントポイントの設定、これらのファイルシステムのマウン
トが含まれます。

4. 最初のコンピュータ上で Sun Cluster設定ユーティリティーを実行して、クラスタ
を確立します。予測される負荷に適した設定値を指定します。設定後、コンピュー
タを再起動します。

5. クラスタ内のすべてのコンピュータ上で NTP (Network Timing Protocol)の設定を
完了します。
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a. Messaging Serverを設定するとき、Messaging Serverユーザーについての情報
が格納される Directory Serverインスタンスを指定する必要があります。

b. Messaging Server設定するとき、そのMessaging Serverインスタンスによって
管理される電子メールドメインを表す予定の LDAPディレクトリブランチの名
前を指定します。Messaging Serverの設定ウィザードによって、このブランチ
がツリーに追加されます。

6. quorumデバイスをクラスタに追加します。

7. クラスタディスクとミラーリングを設定します。

8. 新しいクラスタファイルシステムを作成し、対応するグローバルディレクトリをマ
ウントします。

9. クラスタリソースグループを作成し、仮想ホスト名および IPアドレスと関連付け
ます。

10.クラスタリソースグループのフェイルオーバーをテストします。

11. Java ESインストーラを実行 (2回目)して、クラスタ内で動作するコンポーネント
をインストールします。ここでインストールするのは通常、Messaging Serverま
たは Calendar Server、あるいはその両方です。これらのコンピュータは、クラス
タ内のコンピュータにのみインストールしてください。

12. 62ページの「Messaging Server」の説明に従って、Directory Preparation Toolを
実行します。

13. Messaging Serverがクラスタにインストールされたら、62ページの「Messaging
Server」の説明に従ってMessaging Server設定ウィザードを実行します。

14.クラスタにMessaging Serverがインストールされたら、シングルサインオン用に
Messaging Serverを設定します。

15.クラスタにMessaging Serverがインストールされたら、Messaging Serverインス
タンスを起動します。

16. Messaging Serverインスタンスを検証します。

17.クラスタに Calendar Serverがインストールされたら、66ページの「Calendar
Server」の説明に従って、Calendar Serverの設定ウィザードを実行します。

18.クラスタに Calendar Serverがインストールされたら、カレンダサーバーの管理
ユーザー、ユーザーグループ、およびディレクトリをクラスタ内のほかのコン
ピュータ上に作成します (クラスタ内の最初のコンピュータについては、この作業
は設定ウィザードによって行われる)。

19.クラスタに Calendar Serverがインストールされたら、シングルサインオン用に
Calendar Serverを設定します。

20.クラスタに Calendar Serverがインストールされたら、Calendar Serverインスタ
ンスを起動します。

21. Calendar Serverインスタンスを検証します。

22. Java ESインストーラを実行します (3回目)。Sun Cluster Agent for Messaging
Serverまたは Sun Cluster Agent for Calendar Server、あるいはその両方を選択し
ます。

23. Messaging Serverエージェントを使用してMessaging Serverリソースを設定し、
そのリソースをリソースグループに追加して有効化します。
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24. Messaging Serverリソースのフェイルオーバー能力をテストします。

25. Calendar Serverエージェントを使用して Calendar Serverリソースを設定し、そ
のリソースをリソースグループに追加して有効化します。

26. Calendar Serverリソースのフェイルオーバー能力をテストします。
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